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        　加賀井の口から出てくる言葉の多くは、白月の予想を超えるものばかりで、その意味や意図を咀嚼するのには、少し時間を要する。

        「今度の土曜日、市原小学校に行ってみないか？」

        　金曜の夜、仕事終わりを装って加賀井の家にいつも通り寄った時のことだ。風呂も夕食も済ませ、ローテーブルに肘をつきながらビールを片手にテレビをぼんやり観ていると、何の脈絡もなく加賀井が母校の名を口にして、さらにそこへ行かないかと提案してきたのだ。

        「いきなりどうした？」

        　突然母校へ行かないかと言われたことももちろんだが、出不精でどちらかといえば家の中にいることを好む加賀井がこうして遠出の提案をしてきたこと自体にも少し驚いた。

        「いや、この間テレビを観ていた時に白月が、芸能人は母校とかに簡単に行けていいなと言っていたから」

        　ソファに座って膝の上のイズミに野菜をやりながら返してきた加賀井の言葉に、白月は目を丸くした。

        　確かに言ったような気もするが、はっきりと記憶に残っていない。確実に言えるのは、もし言っていたとしてもそこまで本気だったわけではなく、感慨の淡い相槌のような類いの言葉だったということだ。

        　加賀井は話を聞いている時は特段反応を示さないが実はしっかり記憶しており、こうして後から万全の準備を喫して話題を掘り返してくることがままある。

        　一番驚いたのは、テレビで豪華客船の特集をしていたので、何の気なしに「いいなぁ、こんな船でゆったり世界一周したいなぁ」と呟いた数日後に、豪華客船のパンフレットや寄港する国の観光雑誌などを取り寄せて「どれがいい？」と真顔で言われたことだ。もちろん断ったが、以降、軽い気持ちで願望や羨望を口にしないようにしようと思っていたのだが、気が緩んでいたようだ。

        　白月は額に手を当てて溜め息を吐いた。

        「ああ、言ったな。よく覚えていたな」

        「白月が言ったことは一言一句憶えている」

        　得意げに言う加賀井だが、これが冗談でも大袈裟な表現でもないから本当に厄介だ。

        「すごい記憶力だな……。でも、俺たちのような一般人が何の用事もないのに入れるのか？」

        　物騒な世の中だ、昨今は変質者などが多く学校側も警戒して部外者をそう簡単に入れたりはしないのではないだろうか。自分たちが行きたい云々で事が進む話ではないような気がした。

        「大丈夫だ。学校側に問い合わせたら、事前に予約して職員に身分証明を見せればいいそうだ」

        　もう問い合わせていたのか、と妙なフットワークの軽さに驚きを通り越して感心してしまう。

        「意外と簡単に入れてくれるんだな。でも土曜日って小学校休みじゃなかったか？」

        「最近はゆとり教育への批判から月一回は土曜日も登校日にしているところが多いみたいだ。ちょうど市原小学校は来週の土曜日が登校日らしい」

        「へぇ」

        　時代と共に変わるものだと感慨深い気持ちで相槌を打つ。

        「どうする？　行くなら特急とか予約するけど」

        　加賀井は持っていた野菜をイズミにやると、ポケットからスマホを取り出した。準備万全といった様子だ。白月さえ頷けば、ものの数分で母校行きの道のりは整いそうだ。

        　つい加賀井の提案には企みや下心を疑ってしまうが、母校を訪ねるというのは転勤族の父の元で余儀なく転校を繰り返してきたために友人が少なくそういったイベントに参加できなかった白月にとって魅力的であることは間違いなかった。それに、うさぎのパジャマやうさぎ耳などといった理解の範疇を超える加賀井の珍奇な嗜好がその提案には入り込む余地はないように思え、白月はついに頷いた。

        「そうだな、たまには遠出もいいよな」

        　白月の返答に、こちらの様子を窺っていた加賀井の瞳が途端に明るくなった。

        「よし、じゃあ予約しておく。特急で二時間、そこからバスで三十分くらいだから九時発くらいでいいか」

        　あらかじめ調べていたのだろう情報を嬉々として言い連ねる加賀井に少し圧倒されながらも「あ、ああ、構わない」と了承する。

        「ふふ、楽しみだな」

        　予約をし終えてスマホをソファの脇に置くと、加賀井は嬉しそうに呟いた。比較的ドライな性格の彼が母校を訪ねるなどといった懐古趣味があると思っていなかったのでその反応は少し意外に思えた。

        「意外だな。俺に付き合ってくれてるだけかと思った。もしかして加賀井も母校を訪ねたりするのは初めてなのか？」

        「ああ、初めてだ。でもただ母校を訊ねるから楽しみにしているわけじゃない。……あそこは白月と初めて出会った場所だから」

        　イズミにあげる野菜に視線を落としてそれを指先でくるくると弄びながら、大事な宝物を扱うような丁寧さで加賀井が言ったので、白月は次の言葉に詰まった。

        　自分なんかとの出会いを大事なものとして扱ってくれることに気恥ずかしさを覚えると同時に、気まずさも覚える。

        　加賀井との出会いは、白月にとって多くの転校先での出会いのひとつであり、さらに言えば人生における単なる一過点にすぎない。しかし加賀井はそれを唯一の宝のように大事に胸に仕舞ってくれていたのだと思うと、その温度差に申し訳ない気持ちになった。

        　ふと、子供の頃、流星群を見上げながら誰かが言った「星は一瞬ここを通り過ぎるだけで私たちなど見ていない」という言葉を聞いて切なくなったことを思い出した。自分たちはこんなにも流れ星を切に待ち望んでいるというのに、流れ星の方はこちらを気にも留めていないどころか存在すら気づいていないという事実は、少しの望みもない片想いのように思えて、悲しみと切なさで胸が締め付けられた。

        　もちろん星に心や意志があるはずがないのだから当然なのだが、その頃は全てのものに心があると信じていた純粋な子供だった。

        　それは白月も自分と同等の感傷をあの出会いに抱いていると信じて疑わない目の前の男と重なるものがあった。

        「……何も変わってないといいな」

        　彼の感傷に寄り添うようになるべく丁寧に優しく言葉を口にすると、加賀井は昔を懐かしむように柔らかく細められた目をこちらに向けて「そうだな」とだけ答えた。
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        　特急電車を降り、市街地の駅というわりにはあまり賑わいのない駅から路線バスに乗って白月たちは母校へ向かった。

        　特急に二時間揺られ疲れていたこともあったが、車内に梅雨独特の憂鬱な薄暗さが立ち込めていたせいで何となくしゃべることが憚られた。

        　仕方なくぼんやり窓の外を見遣るが、薄暗く、駅から離れるほどに人や建物がまばらになっていく景色は何一つとして白月の心を躍らせるものはなかった。もう少し懐かしさを感じられるかと思ったが、記憶が遠すぎて目の前の景色とピントが合わない。

        「すまない。紙袋じゃなくてちゃんとした鞄にすればよかったな」

        　加賀井が白月の膝の上に置いてある少し濡れた紙袋を覗き込みながら言った。中にはサラダ菜やキャベツを切った野菜が入っている。

        「大丈夫だろ。一応ビニール袋に入れてるし、それに雨水も毒ってわけでもないし濡れても食べられるだろう」

        　白月は紙袋を持ち直しながら答えると、野菜の瑞々しい匂いが少しだけ鼻先をかすめた。

        　野菜を持って来たのは、白月の発案だった。うさぎ小屋に寄った時の手土産になればいいと思ったのだ。部外者がそこら辺の雑草を引っこ抜いてうさぎにやるというのはあまり心証がよくないだろう。

        　加賀井の家を出る寸前で思いついたので、イズミ用に切った野菜を拝借させてもらった。水槽からじとりと湿った視線を感じたが、今度美味しい野菜を買ってくることで手を打ってもらうことにした。

        「それに紙袋なら向こうで捨てて帰れるしな」

        「なるほど、さすが白月だな」

        　感心したように加賀井が言うので、大袈裟だなと苦笑した。

        「荷物、重くないか？　やっぱり俺が持つ」

        「いいって。俺が提案したことなんだし」

        　加賀井が紙袋を取ろうとしたので、白月はサッと自分の体の陰に隠した。

        　同じ男なのだからそういう女性にするような気遣いはいいのに、加賀井はやたら気に掛けてくる。正直、女扱いされているようであまり気持ちがよくない。それはベッドで女役をさせられている男のせめてもの矜持でもあった。

        「それより加賀井はそれを大事に持ってくれよ」

        「ああ、そうだな」

        　白月に言われ、加賀井は膝の上の花束が入った袋を抱え直した。

        　花束といっても、両の手の平に置けるほどの小さな花束だ。駅前の花屋で買ったもので、買おうと提案したのは加賀井だった。これはもちろんうさぎの餌ではなく、ハシクロのお墓に添えるためのものだ。

        　ハシクロをイメージして小さな白い花だけで作られた花束を、白月は目尻を綻ばせて見下ろした。バスが少し大きく揺れると、微かに花の香りが加賀井の膝から漂うのが心地よかった。

        『次は、市原小学校前。市原小学校前――』

        　気づくと、バスは母校の近くに来ており、窓の外の景色も幾分見覚えのあるものに変わっていた。

        　白月たちはボタンを押して、小学校前のバス停で降りた。

        　

        　市原小学校は、背面は山に囲まれているが、前方は団地を挟んだ大通りの向こうに、さほど大きくはないがショッピングモールなどがいくつか建ち並んでおり、まずまず賑わっている。

        　適度に便利で自然もあり、子供を育てるにはいいのかもしれないなと思いながら、白月たちは校門へ向かった。

        　ちょうど下校時間のようで、校門から出ていく子供たちとは逆方向へ向かっているので、彼らは不思議そうに白月たちを見上げたがすぐに自分たちの帰路へ視線を戻した。

        　その小さな背中に背負ったランドセルは赤や黒はもちろん、ピンクやパープル、緑、青など実に様々で中にはチェック柄のものもあった。

        「今の子供はやっぱりランドセルがカラフルだなぁ」

        「目が疲れる……」

        　年寄り臭い加賀井の呟きに、白月は思わず小さく吹き出したが、確かに傘の色も相まって通学路はあらゆる色に溢れており、さらにそれらが子供特有の素早さで動くのだから分からなくもない。

        　ちょうど校門に生徒を見送る女性職員がいたので声を掛けようとしたが、加賀井がそれを阻むようにして割り込んできた。事情を話すと彼女は特に訝しむことなく事務室まで案内してくれた。事前に加賀井が電話で話してくれていたおかげでもあるだろうが、彼女の瞳が加賀井に釘付けになっていることから、単にそれだけが理由ではないようだ。

        　自分の方が好意的な視線を向けられているというのに、加賀井は彼女が案内してくれている間ずっと白月を自分の体に隠すようにして半歩前を歩き続けた。白月はどうか見当違いなヤキモチを妬かないよう祈りながら、加賀井の体の陰で静かに溜め息を吐いた。

        　

        　事務室で身分証を見せ、住所や電話番号などを記入すると関係者と書かれたネームホルダーを愛想のない事務員から渡された。

        「校内にいる間はこれを提げていてください。お帰りの際は返却をお願いします」

        　その他にもいくつか注意事項を述べると、事務員は「ではごゆっくり」と心にもなさそうな言葉で締め括り、自分のデスクへ戻っていった。その背中を呼び止めるのは気が引けたが、紙袋に入った野菜をうさぎにあげていいか気になったので声を掛けた。

        「あ、ひとつ聞いてもいいですか」

        　案の定、呼び止められた事務員は迷惑そうな表情を繕いもせず振り返った。

        「なんですか？」

        「あの、家から野菜を持って来たんですけど、うさぎ小屋のうさぎたちにあげていいですか」

        　白月の言葉に事務員は眉根を寄せた。その眉間の皺が自分の申し出が非常識だと責めているように思え、慌てて弁明するように付け加えた。

        「あ、食べ残しとか古い野菜とかじゃないんで安心してください。なんなら確認して頂いても……」

        「いませんよ」

        「え？」

        　紙袋から野菜を取り出そうとした白月の手を、事務員の簡潔で冷淡な言葉が止めた。

        「うさぎは何年か前にイタチか何かが入ったみたいでみんな死んでしまったらしいですよ」

        　淡々と告げられる事実に、白月の理解は追いつかなかった。

        「え、でもまだ小屋はちゃんとあったような……」

        　校門から事務室へ行く間、グランドを見渡した時には、遠目ではあったが小屋を確認できたはずだった。

        「今は物置として使ってるんです。あれ以来動物は飼っていません」

        　それが彼の知り得るうさぎ小屋の全てなのか、もう話すことはないと言わんばかりに自分のデスクへ再び戻っていった。

        　白月は記憶の中のうさぎ小屋と物置小屋になったうさぎ小屋のイメージをすり合わせることができなかった。

        　茫然と紙袋の野菜を見下ろしていると、加賀井が肩を優しく叩いた。

        「とりあえずうさぎ小屋に行ってみよう」

        　表情はあまりなかったものの、加賀井が小屋をうさぎ小屋だと言ってくれたことに少しだけ救われた。

        「あ、うん、そうだな」

        　白月は紙袋を持ち直して、うさぎ小屋へと向かった。

        　

        　うさぎ小屋は事務員の言う通り物置小屋になっており、竹箒やちりとり、ブルーシートなどが乱雑に押し込まれていた。どれも古くどこかしら傷んでいた。頻繁に使わないが捨てるのも勿体ない、というような中途半端な立ち位置の物がとりあえず放り込まれている感じだった。

        　こういう扱いを受けているのならいっそ取り壊されていた方がまだマシに思えた。

        「きっとうさぎたちは墓を作ってもらえなかったんだろうな……」

        　傘に落ちる雨音に掻き消されるくらい小さくぽつりと加賀井が呟いた。その声は死んだうさぎたちに同情している風ではなかった。もちろん白月の感傷的な気持ちを煽り立てる風でもない。感情の輪郭を掴めないほどぼんやりとした声は、どこか遠くを見る加賀井の視線の先に溶けて消えた。

        「そうだな、保健所が引き取ったんだろうな」

        　果たして引き取るという言葉に見合った丁寧な弔いをしてもらえたのだろうかと考えると、梅雨の陰鬱さが染み込んでくるように胸の中が暗くなったので考えるのはやめた。

        「加賀井、ちょっと花束を貸してくれないか」

        「ああ、いいけど」

        　加賀井から花束を受け取ると、セロハンのラッピングやリボンをとった。傘を肩と首で挟んでいたのでやりにくかったが、途中で見かねた加賀井が、傘を持ってくれたのでその後はスムーズにできた。裸になった花束を半分に別け、ひとつはそのままラッピングに包み、もうひとつは茎の部分をリボンでまとめて結んでうさぎ小屋の入り口に置いた。

        「……それじゃあ早いけど、ハシクロのところに行くか。でもこれじゃあハシクロに怒られるかな」

        　随分寂しくなった花束を苦笑しながら手の中で弄ぶ。

        「大丈夫だろう。もうハシクロは死んでいるから」

        　真面目な顔で、この花束の意味をひっくり返すようなことを言ったので思わず白月は笑った。

        　加賀井は不思議そうに小首を傾げた。

        「何か変なことを言ったか」

        「いや、変なことっていうか、もうハシクロは死んでいるからって言ったら、そもそもこの花束を買ったことすら無意味になるじゃん。せっかく加賀井が提案してくれたのに」

        　花束が半分になろうと怒らない。なぜならもうハシクロは死んでいるから。ならば、花束をあげたって喜ばないということだ。なぜならもうハシクロは死んでいるから。

        　花束を買おうと提案した加賀井の口から、墓参りの根本を覆す言葉が出た矛盾が少しおかしかった。

        　しかしそのおかしみは加賀井には伝わらなかったようで、傾ぐ首が肩へ寄るばかりだ。

        「墓参りには花束が必要なんだろう？　だから買ったまでだ。……それに、昔、ハシクロの墓を作った時に白月が花がないって探し回っていたから」

        　言われて、ようやく加賀井が花束を買った意味に気づいた。これはハシクロのためではなく、白月のためのものなのだと。

        「よく覚えてたな」

        「俺には白月が花にあんなにこだわる理由が分からなかったから、なんだか印象的だったんだ」

        「悪かったな、変にこだわって」

        　苦笑してそう言うと、加賀井は首を横に振った。

        「別に悪いことじゃない。むしろそれが普通なんだと思う。……俺は死んだ人間をたくさん見てきたが、死んだ後の処理……弔いは見たことがなかったんだ。葬式や墓参りとは無縁だった」

        　加賀井の言葉と二人を包むしめやかな雨音が相まって葬儀場のような沈鬱さが胸に迫ってきた。

        「でも親父さんの葬式は……」

        「父親は正しくは行方不明で、去年死亡認定された。だから遺体はない。加賀井家は一応墓はあるけど、そこに眠っている奴はほとんどいない。みんなどこか知らない場所でしくじって殺されてる」

        　普通でない家の事情を淡々と話すと、加賀井は白月の傘を差し出した。

        「ハシクロの墓に行こう。まだ道があれば校舎の裏から山に登れるはずだ」

        「……そうだな」

        　加賀井の話は気になるところばかりだったが、深くは追及せず傘を受け取り、言葉を飲み込むように小さくなった花束を野菜の入った紙袋に一緒に入れた。

        「やっぱり荷物持とうか。足元が濡れてるから滑りやすいだろう」

        「だからいいって、そういう気遣いは。人並みには筋力もあるから滑りそうになっても踏ん張れる」

        「でも白月はよく木の根に躓いてよく転んで泣いていたから……」

        「……本当によく憶えているな」

        　余計なことまで記憶しやがってと嫌みで言ったのだが、加賀井は得意げに目を細めた。

        「白月のことだから当然だ」

        　

        　三階建て校舎の屋根が見下ろせるくらいの高さのところまで登ったが、傾斜も緩く、地面も濡れてはいたが滑るほど足元が悪いわけではなかったので、思いの外、時間は掛からなかった。当時は小学生で体も小さかったため、もっときつかったような気がしたが、自分も大人になったのだなとしみじみと感じた。

        　ハシクロの墓は木々の中でも一際大きいブナの木の下にある、はずだった。しかし『ハシクロの墓』と書いた木板はどこにもなかった。

        「今日は期待を裏切られてばかりだなぁ」

        　白月は苦笑しながらブナの木元にしゃがみ込んだ。

        「まぁ、でも随分昔だから仕方ないよな。風か何かで吹き飛んだんだろう。でもたぶんハシクロはこの辺に眠ってるかな」

        「ハシクロは、そこにいない」

        　遺体のように冷たい声が、地面をポンポンと叩く白月の手を止めた。

        　顔を上げると、神妙な顔で加賀井がこちらを見下ろしていた。言葉の意図は分からなかったが、伏せた瞼の陰や薄く開いた唇の隙間に、何か秘密を打ち明ける前の緊張めいたものが見て取れた。

        「ここにはいないってどういうことだ？」

        「……ハシクロを埋めた後、職員が死体がないって騒いでいたから掘り返して元の場所に戻したんだ」

        　思いがけない告白に白月は目を見張ったが、徐々に驚きよりも不快な気持ちの方が増した。

        　加賀井の判断が正しかったことはよく分かる。そしてそれを自分に打ち明けられなかったことも理解できる。しかし事実を告白する彼の声や表情に申し訳なさが微塵も感じられなかった。そのことが腹立たしかったし、裏切られたような気持ちで悲しかった。

        「……空っぽの墓にお参りしていた俺をずっと心の中で笑ってたのかよ」

        　睨むようにして言うと、加賀井は首を静かに横に振った。

        「違う、そうじゃない。本当はこれを墓に戻すつもりでいたんだ」

        　加賀井がボディバックから拳二つ分ほどの大きさの瓶を取り出した。それを見て白月はごくりと唾を飲み込んだ。

        　瓶の中には無色の液体に漬けられたうさぎの耳がゆらりゆらりと揺れていた。耳の端が黒かったので、それはハシクロのものとみて間違いなかった。

        「遺体を戻す前に切り取っておいたんだ。すぐに墓に戻すつもりだった。だからあの頃は毎日ランドセルにこれを入れてた。いつでも埋め直せるように」

        　言い連ねる見当違いな釈明に、背中がひんやりと粟立った。遺体とはいえ耳を切り取ることやそれを持ち歩くことに対して何の躊躇いがないことが不気味だった。

        　液体の中を揺らめくうさぎ耳の向こう側の男がひどく遠くに感じた。

        「でも毎日白月が墓参りに来るから埋め直すタイミングがなかなかなかった。……でもうさぎのために祈る白月を見ていたら段々これを手元から離すのが勿体なくなって」

        　加賀井はそう言って、ぎゅっと大事そうに瓶を胸元で抱きしめた。それは瓶の中身が切り取ったうさぎ耳というグロテスクなものであることを忘れられるほど丁寧で優しい手つきで、白月をベッドで抱きしめる柔らかさとよく似ていた。

        「正直、俺には葬式や墓の意味が分からなかった。わざわざ手間暇かけて丁重に弔うことも、墓参りして祈ることも、そんなもの死んだものにとっては全部無意味だ。なのにどうして人は金や手間を掛けてまでそんなことするんだろうとずっと不思議だった。俺は自分が死んでも絶対に葬式もしなくていいし、墓もいらないと思っていた」

        「それは俺の行動がひどく無意味で不思議だっただろうな。悪かったな、無意味な墓参りに付き合わせて」

        　不快な気分を隠さず嫌みっぽく言うと、慌てて加賀井は首を横に振った。

        「違う、むしろ逆だ。白月がハシクロの墓参りをする姿を見ていたら分かった気がしたんだ。……俺も死んだらこうして白月に祈って欲しいと思った」

        「え……」

        　自分が死んだら、という加賀井の言葉に、心臓の裏を探り当てられたような冷たい心地になる。自分が伊巻と繋がっていることがバレているのではないかと一瞬ひやりとしたが、加賀井の声は責める風でも探る風でもなく、死とはかけ離れた穏やかさに満ちていた。　

        「墓の前でハシクロに手を合わせる白月はとても優しくてきれいだと思った。白月のハシクロへの祈りが自分のランドセルの中にあるハシクロの耳に注がれていると思うと、どうしても手放せなかった」

        　瓶の表面を、殺し屋という物騒さを微塵も感じさせない繊細な指先で加賀井が撫でた。その愛撫にも似た動きが、すっかり肌が覚えてしまったベッドの中での感触と重なって、皮膚の下を流れる血潮が甘くさざめく。

        「転校してからもずっとこの瓶は手元に置いていたし、しばらくはベッドで抱きしめながら寝た。転校した俺のことは忘れても、きっとハシクロのことは忘れずにいるだろうと思っていたから」

        　まるで自分の薄情さを言い当てられたような気持ちになり胸の奥がきゅっと締め付けられた。事実、転校していなくなった加賀井よりも、死んでしまったハシクロの方がずっと長く心の中にいたからだ。

        　加賀井の声が穏やかで、少しもこちらを責めていないことがなお苦しかった。

        　目眩がしそうなほどの長い溜め息を吐いて、白月は口を開いた。

        「……とりあえず、シャベルを持ってこよう。ハシクロを埋めないと」

        「そうだな。取ってくるからちょっと待っていてくれ」

        「山に登る前に言えば良かったのに」

        　白月は呆れを含んで言った。ここまで登るのは子供の頃に比べてきつくはないものの、気軽に行き来できるほど楽な道でもない。

        「すまない、言いづらくて……」

        「じゃあ言わずにずっと黙っていればよかったのに」

        「それだと白月をずっと騙していることになる。それは嫌だ」

        　きっぱりとした口調で加賀井が言った。十数年隠し持ち続けておきながらどの口が言うんだ、と白月は内心苦笑したが、自分に向けられる真っ直ぐな誠意は嫌ではなかった。

        「それにもうこれは必要ない」

        「どうして？」

        　思わず訊いてしまった。加賀井の声があまりにも清々しく、先ほどまで優しい記憶を包み込むように瓶を抱きしめていた腕や、愛撫のように濃厚な手つきで瓶を撫でていた指先から滲み出ていた執着じみたものがすっかり霧散していたからだ。

        　加賀井が幸せをたっぷり含んだ笑みでもって答えた。

        「だってもうこれからはずっと白月がいてくれるから」

        　一瞬、喉の奥で息が冷たく凍った。雨粒のように澄んだ加賀井の瞳は、この先もずっと横にいる白月を信じて疑わないものだった。それは純粋というにはあまりに狂気的で、こちらの罪悪感を易々と凌駕するほどの戦慄を覚えさせるものだった。

        　この狂気的な信頼を裏切った時、自分はどうなるのか……――、考えることすら拒むように脳が震える。

        「じゃあシャベルを借りてくるから、悪いけどこれを持っていてくれ」

        　胸元に押しつけるように渡された瓶を、白月は慌てて受け取った。

        　液体の中を揺蕩うハシクロの耳の気配が、岸に波打つ海のように胸の手前まで迫ってくる。怯えて逃げ出すように心臓から溢れる鼓動を耳で追いながら、山を下っていく加賀井の背中をただじっと見送った。

        


        　

        　ハシクロの耳を埋め、新たに墓を作った後、校舎を歩いてみたが、思い出話に花が咲くことはなかった。それは、白月が行事やクラスメイトのことが主たる記憶であるのに対して、加賀井の憶えていることが白月のことばかりで、しかもそれが白月自身が忘れているような些細な出来事であるため、二人の思い出話は全くといっていいほど噛み合わなかった。思い出をすり合わせようと歩み寄れば歩み寄るほど互いの違いが浮き彫りになり、徒労感と虚しさが募った。

        　会話が盛り上がりを見せないまま校舎を周り終えた二人は、どちらともなく事務室へ向かいネームプレートを返却した。

        　事務員の態度は相変わらずで、こちらが礼を言う時でさえ面倒そうな表情をしたままだった。そんな態度に腹を立てることもできないほど、白月は疲れ切っていた。

        　バスに乗っている間に雨足が強まり、バス停から駅までの少しの移動だけでも足元が随分と濡れた。

        　帰りの電車を調べようとしたが、駅構内の時刻表に『土砂崩れのため運行休止』と書かれた紙が貼られていた。

        「どうしようか。他の電車で帰れるかな」

        　時刻表から顔を上げると、

        「いや、調べてみたが、他の電車じゃだめみたいだ。バスを乗り継いでいくこともできるみたいだがかなり時間がかかりそうだ」

        　既にスマホを片手に加賀井が他の帰る方法を調べていた。

        「でも明日には復旧するらしい。明日は白月も休みだし、せっかくだから泊まって帰ろう」

        　日帰りのつもりだった白月は、微かに声を弾ませる加賀井の提案に思わず眉根を寄せた。

        　加賀井が何もせず一夜を明かすとは到底思えない。

        「……イズミは大丈夫なのか？」

        「餌は多めにあげているし、リクガメは三日間家主が留守にしても大丈夫だそうだ」

        「でも俺あんまり手持ちがないから、もしどっかにネカフェがあればそこがいいんだけど……」

        「ホテル代くらい出すから気にしなくていい」

        「いや、いつも加賀井に払わせてばっかりで悪いし……」

        「大丈夫だ。俺の財布は白月のものだ」

        　加賀井があまりにも真顔できっぱりと言い切ったので、白月はたじろいだ。

        　ホテルに泊まるという選択肢を回避しようと試みるがことごとく行く手を塞がれる。こうと決めたら突き進む加賀井を言葉で説き伏せるのは至極困難だ。

        　しかし今日はそういう気分ではないというのが正直なところだ。もちろんそういう気分であったことなど一度たりともないが、今日はいつものように――加賀井を騙していることへの罪悪感や男に抱かれることへの忌避感などあらゆる感情を殺しながら、彼が与える快楽に血反吐を吐きながら追従することが難しい気がした。

        　どんなに心を殺そうとしても、ハシクロの墓参りの際に見せた、加賀井の狂気的なまでの愚直さが罪悪感や恐怖心を激しく揺さぶり起こすのだ。

        「……悪いけど、今日はそういう気分じゃない」

        「そういう気分？」

        　まるで純粋無垢のようなあどけなさで加賀井が首を傾げるので、白月はこめかみを引き攣らせた。

        「だからっ、セ、セックスをする気分じゃないってことだよ」

        　荒ぶる語気を抑えながら極力声を潜めて言うと、加賀井は目をパチパチと瞬かせた。しかし次には肩を震わせて笑い出したので、白月のこめかみにはいよいよ青筋が立った。

        「な、なんだよ、なんで笑うんだよ！」

        「いや、白月って意外とむっつりだなと思って」

        「はぁ！？　なんでそう思う！？」

        「だってホテルに泊まるってだけでその考えに直結するなんて……」

        「いやいや、普通そう思うだろう！　というかむっつりとか加賀井には絶対言われたくない！」

        　心外な言葉に今度は声を抑えることも忘れ食いかかると、周囲の人たちがこちらを振り返った。

        　怪訝そうに眉を顰めた人々の視線に、白月は慌てて声を潜めた。

        「と、とりあえずネカフェを探そう」

        　そう言うと逃げるようにして白月は足早に駅構内から立ち去った。

        　

        　ついていない日はどこまでも不運が続くものだ。

        「申し訳ございません、本日は満室でして……」

        　駅近くにあるネットカフェを二軒回ったが、どちらも受付で同じ言葉を言い渡され頭を下げられた。どうやら白月たちと同じように運休で足止めを食らった人間が多いようだ。

        　店を出て他に近場にネットカフェがないか調べたが、徒歩では一時間以上かかる道のりでバスの本数も少ない。正直なところ、そこまでの労力をかけるのは面倒だ。しかし加賀井とホテルで平穏に一夜を明かせるとは考えにくい。

        　もうどこでもいいから早く休みたいというものぐさな気持ちと、何が何でも加賀井と一晩過ごすことを回避したい気持ちが白月の中で拮抗する。心中の葛藤を煽るように傘を打つ雨音が激しさを増していった。

        　すると、

        「白月、もうネカフェは諦めてホテルにしないか？　ホテルの方がゆっくり休めると思うし」

        　スマホの画面を睨む白月の顔を覗き込むようにして加賀井が言ってきた。

        　加賀井の言うことはもっともである。しかしホテルに泊まりたくない原因であり、この葛藤の元凶とも言える人間に正論で諭されるのはひどく腹立たしいものだ。

        　口をむっと引き結び、黙り込んでいると、さらに加賀井が畳み掛けてきた。

        「ここなんてどうだ？　食事も和洋中のレストランがあるし、ベッドも寝心地が良さそうだ」

        　魅力的な言葉を並べながら見せてくるスマホの画面を白月は薄目でちらりと見る。

        　そこには、空腹の人間には目の毒ともいえる豪華絢爛な食事や、広くゆったりとした上質そうなベッドなどの画像が並んでおり我知らず喉がごくりと鳴る。それら魅力的な情報に、長距離の移動や山登り、脳内の葛藤ですっかり疲れ切っている白月の心が揺らがないはずがなかった。　

        「……泊まるだけだからな」

        　ホテルの誘惑に負けたことや結局は加賀井の思い通りになっていることが悔しくて、ぼそりと渋々承諾した。

        「もちろん、白月がその気がないのに無理やりなんてことはしない」

        　爽やかさすら感じられる笑みで加賀井がそう言い切ったが今までの経験上、不信感は拭えない。むしろその爽やかさが胡散臭く思える。しかし意地になってネットカフェを探し回る余力もない。

        「……分かった、じゃあ泊まろう。でも変なことしたら俺はすぐに部屋を出るからな」

        「ああ、分かった。じゃあホテルに電話してみる」

        　白月の念押しに笑顔で頷くと、加賀井はホテルに電話を掛け始めた。

        　滞りなく予約が完了していく流れを横で聞きながら吐き出した溜め息は、激しい雨音に掻き消された。

        　

        　ホテルのロビーはゴールドを基調にしており、雨で陰鬱さが増した寂れた街からやってきた白月たちには些か目が痛いほどだったが、客室はシックな雰囲気だったので白月はほっとした。ベッドもツインで人ひとり分は離れている。

        「お！　大浴場が最上階にあるみたいだ。しかもジェットバス付き」

        　部屋に置かれているホテルの案内を見ながら白月は声を弾ませた。ジェットバス付きの温泉という言葉に、疲れた体に期待の音が巡る。

        「ちょっと俺この温泉に行っ……」

        「だめだ」

        　通せんぼするように加賀井が立ち塞がったので、白月は眉間に皺を寄せた。

        「何でだよ」

        「……白月の可愛い裸を男の前に曝すなんて、危険だ」

        「はぁ？」

        　阿呆らしい返答に顔を顰める白月だが、対する加賀井は真剣そのものだ。

        「いや、絶対そんなことないから。天地がひっくり返ってもないから安心しろ」

        　杞憂の極みとも言える加賀井の言葉を呆れながら一刀両断に切り捨てるが、加賀井は眉根を寄せて食い下がった。

        「安心できるはずがないだろ。白月の裸を見て欲情しない男がいないはずがない。白月はもっと警戒心を持つべきだ」

        　非難の色すら滲ませた声に、白月のこめかみが鈍く疼いた。

        　大抵の男は女性の体に欲情するものだし、たとえ男の体に欲情する嗜好の人間がその場にいても自分の体がそういった人たちの好みに合致するとは到底思えなかった。万が一、万万が一、自分の体に欲情する人間がいたとしてもその場で襲いかかるものはまずいないだろう。

        「……俺に欲情する人間はそうそういないだろうし、いたとしても公共の場で襲いかかる奴はいないから大丈夫だ」

        　常識的に考えれば当然であることをこうして言葉にして説き伏せることの馬鹿馬鹿しさに漏れ出そうな溜め息を喉の奥に押し留めながら白月は言った。

        　しかし加賀井の眉間の皺は深まるばかりだ。

        「襲われなくても、白月がそんな目で見られること自体が嫌だ」

        「じゃあ一緒に来て周りを見てみろ。絶対にそんな奴はいないから」

        「分かった。じゃあ俺が監視して、もし怪しげな奴がいたらすぐに風呂から追い出す」

        「……ごめん、やっぱり部屋のシャワーでいいわ」

        　謂われない罪で殺し屋を生業とする男に鬼の形相で迫られ風呂を追い出される人間を思うと、白月はそう言わざるを得なかった。

        　

        　恐らくこのホテルの売りだと思われる夜景は、際限なく窓に打ち付けられる雨のせいで台無しだった。少しの雨ならば街の灯りが雨で潤み、また違った趣を見せていたのだろうが、あいにく外は土砂降りで風情の欠片もない。

        「台風でもきてるんだろうか」

        　窓の傍に立って白月は呟いた。激しい夜の端で微かに雷鳴が響いている。

        「そういうニュースはなかったけどな」

        　ソファに座る加賀井がテレビのリモコンを弄りながら答えた。

        「明日もこの天気だったら外に出るのが面倒だな」

        「それじゃあもう一泊するか？」

        　激しい雨にげんなりしていると、すかさず加賀井があわよくばという下心が透けて見える冗談まじりの提案をしてきたので、慌てて首を横にする。

        「いやいや、明後日は仕事だから」

        「そうか、なら仕方がないな」

        　と言いつつ、加賀井は残念そうに口の端を下げた。

        「それじゃあそろそろ寝るか。今日は疲れた」

        　何か言いたげな気配に背を向けるようにして、ベッドに寝転んだ。

        　時刻は二十二時過ぎ。普段ならさほど眠くない時間だが、今日は歩き疲れたのか、体中に泥のように重い疲労感が纏わり付いていた。

        　その上、肌触りの良いパジャマや清潔で柔らかなベッドまで準備されているのだ。眠くならないはずがなかった。

        「明日の朝食は八時にしよう。それじゃあおやすみ」

        　瞼と頭が重くなるのを何とか堪えながら簡潔に朝の予定だけ確認して白月は瞳を閉じた。

        　

        　意識の表層を触れるか触れないかくらいでよぎる、記憶に残らない類いの薄い夢を見ていると、不意にぼんやりとした、しかし明らかに夢世界のものとは異なる生々しい熱を持った感触が意識の端を微かに引いた。

        　得体の知れない感触に引かれるがままゆっくりと目を開ける。薄暗い闇の中に浮かぶ部屋の輪郭は見慣れないもので、数瞬訝しんだがすぐにここがホテルだということを思い出した。

        　眠りの底に沈んでいる間遠のいていた窓を叩く雨音が、次第に鮮明な響きを持って耳を打ち始める。その冷たい雨音の合間に耳朶に吹きかかる生温い息遣いを耳の裏に感じて首筋一帯が粟立った。

        　そこでようやく寝ぼけた頭が目を覚まし、劣情をありありと含んだ吐息を漏らす加賀井に背後から抱きしめられている状況に気づいた。抱きしめているだけならまだしも、その手は下着の中まで侵入しており、白月のものを卑猥の動きで撫でさすっていた。

        　首筋だけに留まっていた鳥肌が一瞬にして総身へ広がった。

        「な、なにやってるんだ！」

        「あ、すまない、起こしてしまって」

        　首だけで振り返って怒鳴ると見当違いな謝罪を返され、白月はこめかみを引き攣らせた。

        「謝るのはそこじゃないだろっ。というか、俺言ったよな？　泊まるだけって」

        　ギロリと睨むと、加賀井は口を噤んだ。ただ、それは約束を破ってしまった後ろめたさだけでなく、拗ねた子供のような幼稚な苛立ちも含んでいた。

        「……だって恋人同士でホテルに泊まって何もしないなんておかしいだろう」

        　ぼそぼそと言い訳がましく呟く加賀井に白月は溜め息を吐く。

        「でも俺は今日はそんな気分じゃないって言った。それに対して加賀井は了承した。そうだろう？」

        　白月が責めるようにして言うと、加賀井は黙り込んだ。しかし腰に絡みつく腕を放そうとはしない。

        「……変なことしたら俺は部屋を出るって言ったよな。ということで、俺は部屋を出る」

        　すげなく言い捨て起き上がろうとすると、すぐさま強い力で抱き寄せられた。

        「ちょ……、離せよ」

        　逃れようと腕の中で藻掻くがびくともしない。

        「いやだ。離さない」

        　加賀井は駄々をこねる子供のように、白月の首筋に顔を埋めながら首を横に振った。

        「俺がその気じゃないなら無理やりなんて事はしないって言ったじゃないか」

        「言った。でも……」

        　加賀井はそこで言葉を切って、唐突に耳の輪郭を舌先でなぞった。不意打ちの卑猥なくすぐったさに、先ほどまで冷たい鳥肌に覆われていた肌が、微熱を孕んだ疚しい予感に上塗りされる。

        「白月が〝そういう気分〟になれば何も問題ない」

        　卑猥に歪む唇の気配が、唾液を薄く帯びた耳にじとりと染み込んでくるのを白月は阻むことができなかった。

        　

        　外の雨が一層激しくなっているというのに、ベッドのスプリングの軋みや加賀井のものを受け入れる場所から零れる濃密な水音ばかりが責め苛むように耳を打つ。

        　仰向けの状態で、もも裏を限界まで押し開かれ白月の体は悲鳴を上げていた。その上、あられもなく曝された秘部を加賀井のものが激しく穿つ。

        　もし声に色があるのなら、白月の口から溢れるものは鮮血のように真っ赤に違いない。

        　ただし、この行為に微塵も快楽を見出していなければ、の話だ。

        「いっ、やぁ、もぅやめ……っ」

        「いや？　本当に？　こんなにここはひくついているのに」

        　ここ、と言いながら二人が繋がる箇所を指先で撫でられ、腰がびくんと跳ね上がる。

        　加賀井が指摘する通り、完全に嫌がっていなかった。少なくとも体は。

        　確かに声は悲痛な響きを孕んでいるが、呼吸と言葉のあわいに滲む甘い喘ぎは誤魔化しようがなく、拒絶の言葉を白々しくするばかりだ。

        　もしこの声を色に喩えるなら、爛れた肉の色に違いない。

        「白月、本当にいや？」

        　眉を下げ悲しげに訊いてくるが、その下半身は窄まりの奥を容赦なく突き、暴力的なまでの快楽を与えてくる。

        　今日はそんな気分じゃない、と言った手前、彼のものをきゅうきゅうと咥える下の口のように、浅ましいまでの素直さで唇を動かすことはできない。

        　白月は快楽を求め下の口の淫らな媚びに倣おうとする唇を噛み締めた。

        「……ぃ、いやに、っ、決まっ、てるだろっ」

        　なけなしの理性を掻き集め下からキッと睨み付ける。加賀井は駄々をこねる子供を宥める親のような柔らかな溜め息を吐くと、白月の耳元に唇を寄せて囁いた。

        「じゃあ、もう気持ちよくなりたくないのか」

        　耳の中に注がれる甘い声に、首筋から腰にかけてぞくぞくと鳥肌が走る。ベッドの中だけで聞くその声に、体が勝手に快感の訪れを期待してしまうのが自分の体ながら恨めしかった。

        「き、気持ちよくなんか、っ、なりたくなぃ……っ」

        　理性的な判断力を奪う毒のように甘い声から少しでも逃れようと、白月は加賀井の反対側に顔を背けた。

        　加賀井の吐息で湿った耳朶がひんやりと冷たくなった。

        「……分かった」

        　加賀井から返ってきた言葉に、背筋にゾッと冷たいものが走った。

        　その「分かった」は不穏な冷たさを孕んでおり、明らかに納得や了解の類いではなかった。

        　嫌な予感に震える白月のものを何の前触れもなく唐突に加賀井が掴んだ。

        「……っ！」

        　握るなどという生半可でない力で過敏なものを締め上げられ白月の顔が痛みに歪んだ。

        　どうしてこんなことをするのだという困惑と非難を綯い交ぜた視線を、加賀井が不穏な笑みでもって受け止める。

        「気持ちよくならなくていいんだろう？」

        　意地の悪い笑みと共に寄越された酷薄な言葉に、強烈な胸騒ぎが総身を震わせた。

        「っひ、ぃや……」

        　身を捩って逃れようとするが、上から覆い被さる加賀井に容易に動きを封じられる。

        「積極的に動くのは大歓迎だけど、そうじゃない」

        「んぁ……っ」

        　無駄な足掻きごと押し潰すように、さらに深く加賀井のものが奥へと沈められていく。

        　鈍い圧迫感に息苦しさを覚える一方で、その圧が快感を呼び覚ます部分に触れ思わず甘い声が漏れる。

        「やっとそういう気分になったか？」

        　意地の悪い笑いを耳元に吹きかけながら執拗に腰を打ち付けられ、意地も理性も粉々に崩れてしまった白月はコクコクと何度も首を縦に振る。

        「き、きもちぃ、っから、手、はなして、あぁ……っ」

        「んー……、いや、今日はこのままで試してみよう」

        　卑猥にうねる呼吸のあわいに必死に紡ぐ懇願を緩くはねのけられ、快楽のせいで幼子のように短絡的な思考となった白月は目尻に涙を滲ませた。

        「ぃ、いゃだ、ご、ごめん……ごめ、んなさぃ……っ」

        　譫言のように中身のない謝罪の言葉を繰り返す白月に、加賀井が愛おしげな溜め息を零す。

        「別に謝らなくていい。俺は白月に気持ちよくなって欲しいだけだ」

        　しかし気持ちよくなって欲しいという言葉に反して、その手は白月のものを握ったままだ。その上、下の挿入はますます激しくなり、行き場のない快感が腹の底で狂ったように渦を巻いている。

        「ぃ、いやだっ、おねがぃ、んぁっ、はなして、いけない……っ」

        　涙に塗れた情けない声で懇願するが、加賀井は首を縦に振ろうとはしなかった。

        「大丈夫だ。白月なら前じゃなくてもイケるから」

        　何が大丈夫なのか全く分からなかったが、一際強く奥を突かれた瞬間、腰から背骨に添って強烈な快感が駆け抜けた。射精と似た感覚だったが、加賀井に握られたものは達しておらず、だらだらと涎のように先走りを漏らしているだけだ。

        　わけが分からず狼狽する白月を、加賀井は艶のある笑みを浮かべ見下ろしていた。

        「ちゃんと後ろだけでいけたな」

        　上機嫌でそう言ながら、労うように頬を撫でられる。

        「後ろだけ……？」

        　とろんとした声で加賀井の言葉を反芻する。

        「ああ、ここだけで達した」

        　加賀井のものを呑み込んでいる下腹部を指先でトントン、とつつかれる。それだけの淡い刺激にも関わらず、腰が熱く疼いた。

        「いわゆるドライオーガズムだ。下品な言葉で言えばメスイキというやつだ」

        　メスイキという生々しく、屈辱的な意味合いを含んだ言葉に白月の頬は羞恥で燃えた。

        　上機嫌な加賀井は、そんな羞恥や屈辱で入り乱れた白月の心の内に気づいていないようで、部屋に土足で上がり込むような無神経さで、ちゅ、ちゅ、と頬や瞼など顔中にキスの雨を降らせる。

        「白月は前と後ろ、どっちの方が気持ちいい？」

        　甘い声で投げ掛けられた無神経な質問に、白月のこめかみがぴくりと引き攣った。

        「……っ、知るか！　というかどっちも気持ちよくなんかない！」

        　男の矜持を守るためつい憎まれ口を叩いてしまった。

        　それがいけなかった。

        「そうか、なら……」

        　加賀井がおもむろに白月のものから手を離した。そして両手で白月の膝裏を抱え股座を押し開いた。

        　ぐちゅり、と嫌な水音が加賀井のものを咥えた秘部から零れ落ちる。

        「気持ちよくなるまでいっぱいしよう。前でも後ろでも好きな方でいっていい。俺がどっちで何回いったか数えててあげるから」

        　不穏な笑みを口元に浮かべ嬉々として言う加賀井の言葉に、悪寒に似た暗く冷たいものが背筋を走る。

        　その一方で、腹の底は疚しい期待を孕んだ熱でじとりと濡れた。

        


        「……白月、出て来てくれないか」

        　困り果てたような声で加賀井が言う。しかしシーツにくるまった白月は無視を決め込む。

        　狼狽する気配が背後でさらに大きくなった。

        「すまない、調子に乗りすぎた。あまりにも白月が可愛いかったから……」

        　反省の色は声にありありと浮かんでいるが、言い訳がましさと可愛いという言葉が気に食わなかった。

        　メスイキ、という屈辱的な絶頂を何度も体に刻まれた白月にとって、可愛いという女に対して使う言葉を今用いられるのは、悪気はないとは言え侮辱にしか思えなかった。

        「……俺は男だ」

        「ああ、分かってる」

        「……もし俺が前でいけなくなったらどうするんだ」

        「その時は責任を持って白月を嫁にもらう」

        「……っ、だからっ、そういう女扱いが嫌だって言ってるんだよ！」

        　悪意のない、それどころか誠実ささえ漂わせた無神経な言葉に思わずシーツから顔を出して怒鳴った。

        「やっと顔を見せてくれた……」

        　怒鳴られたというのに心底ほっとした表情を浮かべる加賀井に、すっかり怒りが削がれた。

        「……次、こんなことしたら許さないからな」

        　ふい、と顔を背けてそう言うと、加賀井は本当に分かっているのか疑わしい軽さで「分かった、もうしない」と言ってシーツの上から抱き付いてきた。

        「でも、どうして前でいくことにこだわるんだ？　……もしかしてまだあの女のことが忘れられないのか」

        　ひんやりとした不穏さを滲ませた声で加賀井が言った。しかし白月は一瞬何のことか分からなかった。少し間を置いて、ようやくあの女というのが瑠璃のことであることに気づいた。

        　白月は戸惑った。加賀井が瑠璃のことにまだ固執していることではない。自分が今の今まで瑠璃のことをすっかり忘れていたことにだ。

        　加賀井と再会する前までは、頭の中のほとんどが彼女に対する憎しみと、裏切られながらも彼女を信じたいという未練じみた甘い感情で埋め尽くされていた。

        　しかし加賀井との付き合いが深まるにつれ、そういった感情は薄れていき、瑠璃自身のことさえ頭の隅に追いやられほとんど形を失っていた。

        　振り返り加賀井の顔を見詰める。不穏な声に反して、その顔はまるで母に置いて行かれないかと不安で仕方ない子供のようだった。白月はこの顔に弱かった。加賀井がセックスの時に見せる卑猥な意地悪さや白月に対する異様なまでの執着だけでできている人間ならどんなによかったかと思う。そうすれば罪悪感に胸を掻き毟られるようなこともないのに、と。

        　白月はガシガシと自分の頭を乱暴に掻いた。

        「……もうとっくに瑠璃のことは忘れてる」

        「本当か」

        　まだ疑念を残した瞳で訊いてくる加賀井に、白月は溜め息を吐く。

        　――誰のせいで忘れてしまったと思っているんだ。

        「……今はもう加賀井のことで頭の中がいっぱいだ」

        　嘘ではない。もちろん加賀井が望むようなロマンチックな意味でもないが。誤解を大いに招く言い方だが、こうでも言わないと疑念は晴れないだろう。

        　白月の目論見通り、加賀井の瞳から疑念はきれいに取り去られた。しかし、それは目論見以上の感激を加賀井に与えてしまったようだ。

        「……っ、白月！」

        　ぎゅう、と強く抱きしめられる。

        「ちょ、苦しい……っ」

        　窒息してしまいそうなほどの強い抱擁に、白月は慌てて加賀井の体をバシバシと叩いた。

        「すまない、あまりにも嬉しくて」

        　謝りながら腕に込めた力を緩めるも、その表情は浮かれきっている。

        「じゃあ白月はずっと俺の傍にいてくれるな」

        「……どうしてそうなる？」

        「俺のことで頭がいっぱいと言ったじゃないか。俺も白月のことで頭がいっぱいで、ずっと傍にいたいと思っている。だからつまりそういうことだろ？」

        　疑うことを知らないような純粋な瞳でもって飛躍した解釈を口にしてくる加賀井に、白月は自分が言葉の選択を間違えたことに気づいた。しかし訂正するのも面倒だ。そもそも訂正しても都合のいい加賀井の頭がそれを受け入れてくれるとは思えない。

        　小さな溜め息をシーツに零す。

        「……もうそういうことでいい」

        「じゃあ俺が死んだら、墓を作ってくれるか」

        　突拍子もない、しかし伊巻の企みを知る白月からすると生々しいほど現実味を帯びた問いに、心臓が小さく跳ね上がった。

        「き、急にどうしたんだよ」

        　まさか全て知っているのじゃないかという不安が胸を過ったが、加賀井の表情にこちらを問い詰めるような鋭さはなかった。しかし、もしもというふわりとした話題をするにしては真剣な眼差しだった。

        「ハシクロの墓参りをしていた白月を見てずっと思ってたんだ。死んだら白月に墓を作ってもらいたいって」

        「……不気味な小学生だな」

        　率直な感想を口にすると、加賀井が少し笑った。

        「そうだな、不気味だな。でもずっとそう思ってた。何度か死にかけたことがあったけど、その度に白月に埋めてもらいたいなって」

        　不気味な願望にそぐわない淡い微笑を口元に浮かべて加賀井は言った。まるで死を悟った病人が口にする遺言のような穏やかさと、胸が苦しくなるほどの諦観を併せ持った声だった。それを冗談ではぐらかすことは躊躇われた。

        「……俺は金がないから墓石は買えない」

        「何でもいい。ハシクロに作った墓みたいに簡単なもので構わない」

        「それじゃあ遺体遺棄になってしまう」

        　白月が苦笑して指摘すると、加賀井は首を緩く横に振った。

        「俺の死体はなくていい。ただ墓を作って時々お参りしてくれ。……昔、何かの本で書いていた。人は死んだら、生きている人間の中でしか生きられないと。白月が俺の墓に祈ってくれるなら、俺は白月が傍にいなかった十数年よりもよっぽど生きているような気がする」

        　加賀井はそう言うと、そっと白月の背を撫でた。その手つきは敬虔な信徒が神に祈るような神聖な静けさに満ちていた。

        　耐えられなかった。自分に向けられる盲目的な愛情も信頼も、神に対するような敬虔さも、全てが裏切り者の自分には分不相応で、胸が苦しくなる。

        「……っ、加賀井、あのっ、実は俺……！」

        　はち切れんばかりの罪悪感が舌の先で爆ぜるようにして口が開いた。後先など考える余裕のないほど衝動的なものだった。

        　しかし懺悔のような重苦しい告白をしようとした瞬間、鋭い稲光が二人の間を裂き、胸骨まで響く怒号のような雷鳴が光の中で四散した。

        　二人の目は反射的に窓の外に向かった。

        　落雷を予感させるほどの大きな音だったが、雷鳴の余韻は既に激しい雨音に掻き消されていた。

        「……すごい音だったな」

        「ああ、どこかに落ちたんだろうか」

        「ところでさっき何か言い掛けてたけど、どうした？」

        　加賀井が話を戻した。しかし先ほど口を突き動かした衝動はすっかり勢いを削がれてしまい、唇はまた臆病な感情に呑み込まれてしまった。

        「……ごめん、雷の音がすごくて忘れてしまった。でもそのくらいで忘れるくらいだからきっと大したことじゃないと思う」

        　誤魔化すように笑って答えると、加賀井は少しも疑うことなく「そうか。ならまた思い出したら言ってくれ」と微笑んだ。

        　難なく誤魔化すことができたというのに、白月の心臓は未だにバクバクと忙しく鳴り続けていた。それは難を逃れた後に遅れてやって来る緊張からではなく、らしくない自分の行動に対する動揺からだ。

        　どうして自分はあんなにもばれることを恐れていた秘密を何の策もなく自ら明かそうとしたのか……。

        　自分の行動に困惑していると、突然加賀井がベッドから降りて白月をシーツごと抱き上げた。

        　右腕を背中に添え、左腕を膝裏に差し込む、いわゆるお姫様抱っこだ。軽々と抱き上げられ、男としてのプライドにまた、ピシリとひびが入る。

        「よし、それじゃあ風呂でも入ろうか。汗で体がべたついてるし」

        「……加賀井、俺、さっき言ったばかりだよな？」

        「ん？　何が？」

        　本当に分かっていない様子で首を傾げる加賀井に、白月はこめかみに青筋を立たせた。

        「だから女扱いするなって言ってるだろう！　降ろせ！　自分で歩ける！」

        「女扱いなんかしていない。白月だからしているんだ。女なら両脚が折れていようとこんなことはしない」

        「いや、それはしてやれよ！」

        「……白月は俺が他の奴にこんなことしても妬いてくれないんだな」

        　至極真っ当な突っ込みを入れるが、加賀井は唇を尖らせ、面倒くさい方向にいじけてしまった。

        「どうしてそういう話になる！　俺は人として当然のことを言ったまでで……というか降ろせ―！」

        　叫びながら加賀井の腕の中で藻掻いてみるがびくともせず、結局加賀井に風呂場まで連れて行かれてしまった。


        　瞼の上に薄く降り積もる光がじわじわと目の内に染み入る淡い刺激に目を覚ます。

        　窓の外は昨晩の荒れた天気が嘘のように清々しい朝日に満ちていた。窓ガラスや建物に残った雨粒が朝日に照らされキラキラと輝いている。

        　外の清々しさに反して白月の体は疲れで淀みきっていた。その疲れの元凶ともいえる、背後から抱き付いたまま心地よさげな寝息を漏らす男を肩越しに睨み付ける。

        　寝るときくらいはゆっくりさせろともうひとつのベッドへ押し遣ったのだが、白月が眠った後に忍び込んできたようだ。

        　マニフェストを平気で反故する政治家と同じくらいに全く信用できない男だ、と心で毒づく。しかし、寝た子は起こすな、白月は加賀井の不法侵入に目を瞑ることにした。

        　しっかりと自分を抱きしめる腕に視線を落としていると、どうして加賀井は自分にここまで執着するのだろうかと、今まで再三考えて答えの出なかった疑問が頭を過った。

        　自分のような凡庸な人間のどこが琴線に触れたのか全く見当もつかなかった。いっそ自分の方が加賀井に騙されているのではないかと疑ってしまいそうな程の熱烈な好意に、最初は猜疑と戸惑いしかなかったが、今ではそこまで嫌ではなくなっている。もちろん時折見せる闇にも似た白月に対する異様なまでの執着には戦慄を覚えるし、強引なセックスには嫌気が差す時がある。しかしそれらの感情を含めても、加賀井からの好意は拒絶するほどのものではなくなっていた。むしろ、この好意が自分へ向かなくなってしまうことを考えると寂寞とした悲しさを覚えてしまう。

        　それは単に今まで自分に向けられたことのない、唯一無二に対するような好意が惜しいだけなのかもしれない。ひたむきな好意に返す自分の感情はあまりに曖昧だ。

        　ただ、昨晩雷鳴に遮られてしまった言葉は、加賀井に嫌われたくないという気持ちからだった。要するに恐いのだ。裏切りが露呈して、彼の好意が失望や軽蔑に変わる瞬間を考えるだけで胸に冷たいものが走る。その恐怖は、身に降りかかる痛みや死に対する本能的恐怖を時折凌ぐことがある。だから、自分が完全に裏切る前に、まだ一欠片でも彼の好意が残る可能性があるうちに、全てを打ち明かしてしまいたいという衝動に駆られたのだ。

        　自分を抱きしめる腕にそっと手を添え、指先までそっと撫でる。見た目は繊細な形をしているが、触ると無骨さが感じられる不思議な指だ。いつも加賀井が積極的に触れてくるばかりで、こうして自ら意識的に触れるのは初めてかもしれない。

        　――ヴヴヴヴ

        　密やかな行為を咎めるように、テーブルの上に置いていた白月のスマホが震えた。白月は慌てて起き上がり、スマホを手にした。

        　画面には伊巻の名前が表示されている。まるで揺れ動く心の内を察知したようなタイミングに心臓が跳ね上がった。

        「……白月、どうした？」

        　加賀井が顔だけ起こして眠たげにきいてきた。

        「あ、いや、ごめん。会社から電話がきて……。すぐ終わらせるからまだ寝ていてくれ」

        　心臓が板挟みにされるような心地に冷や汗をかきながら答えると、白月はそのままトイレに駆け込んだ。

        「もしもし」

        『あら、ずいぶん疲れた声ね。昨日はどうだった？』

        　笑いを含んだ声で問われ、鼓動が跳ねる。いつもの人をからかう調子のものだったが、今まで加賀井とベッドにいたせいかその声が妙に毒々しく聞こえた。

        「……色々ハプニングがあってちょっと大変でしたが特に問題はありませんでした」

        『あらそう、大変だったのねぇ』

        　声に余計な感情が滲まないよう努めて事務的な口調で答えると、大した同情も含まず形だけの労いの言葉が返された。

        　しかしその声は上機嫌だ。ただ、それは嫌な予感を胸中へ引き連れてくる類いのもので、白月の胸に不安がよぎった。

        「……機嫌がいいですね」

        『あら分かる？　ふふ、すごくいいことがあってね』

        　電話の向こうで毒々しいほどに真っ赤な唇が綻ぶ気配がした。

        『奴を始末してくれる殺し屋が見つかったわ』

        　あまりにも伊巻の言葉が突然すぎて理解ができなかった。いや、理解したくなかったと言った方が正しいのかもしれない。

        　何も言葉を紡げずにいる白月を気にすることなく伊巻は話し続けた。

        『長く付き合わせて悪かったわね。でももう終わりよ。先方はいつでも準備はできているそうなの。だからね……』

        　彼女の印象的な紅唇が歪に吊り上がる間を置いて伊巻は言った。

        『六月二四日、奴の誕生日に決行しようと思うの。いいアイディアでしょう？　ふふふ、最高の誕生日プレゼントを準備しとかなきゃ。それじゃあ、詳細は後日』

        　言いたいことだけ言うと、伊巻は電話を切った。しかし白月はまだ鼓膜で響く彼女の毒々しい笑い声に思考を絡め取られたまましばらく動けなかった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　六月二十四日。

        　伊巻に宣告された日がついにやってきた。葬式に漂う涙のような雨がしとしとと空気を濡らしている。空を覆う厚い雨雲のせいで、昼間だというのに家の中も外も薄暗く、電灯の明かりさえ湿っぽい。しかし、白月の胸中はそれ以上に重く暗かった。街の暗さを葬式に喩えるなら、白月の心は墓穴と言っても過言ではない。

        「君が白月泉君か？」

        　伊巻の指示通り自宅の最寄り駅前で待っていると、男に声を掛けられた。

        　馴れ馴れしい口調に眉を顰めながら振り返ると、梅雨の陰鬱さが立ち込める街とは対照的な赤いアロハシャツに、カラーリングの鋭い臭いが鼻腔を突き刺してきそうな程どぎつい金髪の男が立っていた。

        「は、はい、そうですが……」

        　男の派手な出で立ちに思わず顔を顰めそうになったが何とか堪えた。

        　もしこの男が伊巻の差し金ならば、彼も加賀井と同じ……――

        「伊巻朱莉から話は聞いているな？　俺は、うーん、そうだな、サトウってことにしておこう。フリーの殺し屋だ。よろしく」

        　さらりと物騒な自己紹介をして、男――サトウが手を差し出してきた。あまりにも殺し屋らしくない砕けた調子に、白月は戸惑いつつもその手を握った。

        「白月です……、よろしくお願いします」

        「うん、よろしく」

        　緩い口調に反した力強さで握手をしたのち手を離すと、サトウはおもむろに煙草を取り出し一服し始めた。

        「……ところで白月君。今日の流れについてだけど」

        　不意に冷たさを含んだ声で本題に入られ、鼓動が揺れた。

        　サトウは焦らすように間を置いて、ふぅ、と煙を吐き出してから口を開いた。

        「君はポケットに盗聴器を潜ませて、リビングに入ったら加賀井を振る。もし不測の事態が起きた時はこの番号に電話を入れてくれ。以上だ」

        「え？」

        　渡されたメモ用紙を受け取りながら思わず目を丸くした。人を殺すと言うのに、あまりにも大雑把な指示に当惑する。

        「え、えっと、そんなふわっとした感じでいいんですか？　もう少し詳しく打ち合わせていた方がいいんじゃ……」

        　おずおずと進言すると、サトウは鼻で笑って一蹴した。

        「そんなもんは不要だ。素人が下手に入ってくると逆にやりにくい。俺のやり方は盗聴器から入ってくる情報で十分だ。……それに君が裏切らないという確証もないしな」

        　ちらり、と意地の悪い視線を向けられる。心の内を探るようなその目から思わず視線を逸らす。

        「……裏切ったりしませんよ。今更裏切ったところで俺に何の利益もない」

        　自分の不甲斐なさに奥歯を噛み締めながら言うと、サトウは溜め息のように深く煙草の煙を吐き出した。

        「そうだといいんだけどね。まぁ、君が加賀井に寝返った時は二人とも殺せばいいだけの話だ」

        　さらりと何とでもないように言って、サトウは足元に落とした煙草を踏み消した。

        「じゃあ俺は車で行くから、君はいつも通り電車で行ってくれ。いいか、いつも通りだ。あ、それと、これは伊巻女史から伝言だ」

        　そう言うと、サトウはズボンのポケットから角がひしゃげた茶封筒を取り出した。

        「これでダリアの花束を買え、とのことだ。……ダリアの花言葉は知っているか？」

        「いや、知らない」

        　正直に首を横に振る。花言葉は知らないが、意地悪く歪んだサトウの口元からそれがいいものではないことは容易に想像ができた。

        　口元の歪さをさらに深めて、サトウは言った。

        「〝裏切り〟〝移り気〟だそうだよ。悪趣味な女だ」

        　鼻で笑うとサトウはそのまま背を向け、雨の滲む街へと消えていった。

        　残された白月は、受け取った茶封筒をぎゅっと握りしめ、喉の奥から苦い感情がこみ上げてくるのを押し殺した。

        　

        　先ほど登録したサトウの電話番号の画面を開いたままスマホをオフにし、パーカーのポケットに突っ込んだ。

        　しばらく逡巡した後に、白月はインターフォンを鳴らした。

        「いらっしゃい」

        　玄関の扉を開け屈託のない笑みで加賀井が招き入れる。それだけで白月の心は軋んだ。

        　白月の腕の中には、大きなダリアの花束がある。

        「すごい花束だな。俺へのプレゼント？」

        「あ、ああ、たまたま花屋で見掛けて……」

        「へぇ。でも白月が花束を買うなんて少し意外だな」

        　他意はない率直な感想なのだろうが、過敏になっている白月の鼓動は慌てふためくように乱れた。

        「そ、そうか？　あ、もしかして花束とかキザ過ぎたか？」

        「いや、そんなことはない。白月はこういうことは恥ずかしがってしてくれなさそうだから意外に思っただけだ。嬉しい」

        　はにかみながらそう言うと、白月の腕から花束を受け取り、雨を受けて潤んだ花弁に鼻先を寄せた。その恭しく愛情に満ちた所作は、花本来の美しさを際立たせ、白月の罪悪感をさらに重くした。

        　裏切りの証しに他ならない花束を至極大事そうに抱きかかえる加賀井に胸がはち切れそうだった。

        　堪らなくなり白月は話題を変えた。

        「でも本当によかったのか。加賀井の誕生日を祝うのに、加賀井の家にお邪魔させてもらって」

        　最初はホテルのレストランに誘ったのだが――その方が優位に事を運べるという伊巻の思惑だ――、加賀井が自分の家がいいと言ったのだ。

        「ああ。家の方が落ち着くからな。それに外じゃ白月が恥ずかしがって触れさせてくれないし、白月の家は壁が薄いからって断られるから」

        　いじけるような声と非難がましい湿った視線が花弁の隙間から寄越される。

        「当たり前だろ。人前でイチャイチャなんかできるか。というか人前でしないのがマナーだ」

        　溜め息に見せかけて、いつも通りの加賀井に安堵の吐息を漏らす。

        「じゃあ今日は人目がないから思う存分イチャイチャできるな」

        　耳の傍に唇を寄せて甘い卑猥さを含んだ声で囁かれる。白月はびくりと体を震わせた。いつもならこういった気障ったらしい言葉に鳥肌を立たせているところだが、今日はそれにすら後ろめたさを覚えてしまう。

        「……ああ、そうだな」

        　普段であれば拒否や否定の態度を見せる白月だが、後ろめたさと同情心からつい肯定の言葉が零れてしまった。

        　これには加賀井も目を丸くしたが、すぐに喜色満面の笑みを浮かべ、堪らずといった様子で白月をぎゅっと抱きしめた。

        「やっと、白月が素直になってくれた……！」

        「べ、別に素直になったわけじゃ……！　これは、その、誕生日サービスだっ」

        「そうか、誕生日サービスか。じゃあ今夜はどんなサービスをしてくれるか楽しみだ」

        　鼻歌でも歌い出しそうな声でそう言うと、加賀井は白月の頭に軽くキスをした。

        　加賀井の中では今夜が存在するという当たり前のことに、白月の心臓は押し潰されそうだった。

        　反射的に口の先まで出かけた謝罪の言葉を粘った唾液と共に喉の奥へ流し込み、加賀井に手を引かれるままリビングに向かった。

        　

        　肉汁の香りを漂わせるローストチキン、瑞々しいホタテのカルパッチョ、色鮮やかなテリーヌ、野菜のピクルス、大きなホールケーキ、赤ワイン……――。

        　白月はテーブルを埋め尽くす豪華料理の数々に白月は目を剥いた。

        「……これ、全部自分で頼んだのか？」

        「ああ、いつも頼んでいるところにバースデーコースがあったからそれにしてみた」

        　何とでもないように言う加賀井に、白月は苦笑した。

        「普通こういうのは祝う側が注文するんだよ」

        「そうか。誕生日を祝ったことも祝われたこともないから分からなかった」

        「一度も？」

        「ああ」

        　驚いて問うと頷き返された。

        「だから今日はすごく楽しみだったんだ。自分が生まれただけの日がこんなにも特別な日だと思ったのは初めてだ」

        　人を殺したことがある人間とは到底思えない無垢な笑みを浮かべて加賀井が言った。

        　きれいに並べられた二人分の食器やテーブルの中心に添えられた一輪の花、ハッピーバースデーの文字が書かれた二人では食べきれないほど大きなケーキ。ここにある全てから加賀井がどれだけこの日を楽しみにしていたかが窺い知れる。指折りこの日を待つ加賀井の姿が容易に想像できた。

        　……限界だった。

        「さぁ、早く座って食事にしよう。確か誕生日会はバースデーソングを歌ってからロウソクの火を……」

        「加賀井」

        　嬉々とした声が聞くに堪えられず、白月は遮るようにして名前を呼んだ。

        「ん？　どうした？」

        　浮き立った様子で首を傾げる加賀井に、白月は次の言葉を言い淀んだ。

        「あ、あのさ……っ」

        　舌が鎖で雁字搦めにされているかのように動かない。

        「どうした？　顔色が悪いぞ」

        　いつもと明らかに違う様子にさすがの加賀井も気づいたようで、心配そうに眉を寄せながらその手を白月の頬に伸ばした。

        　――パシッ

        　優しく繊細な輪郭を持った指先が頬に触れた瞬間、気づけば加賀井の手を振り払っていた。

        「……白月？」

        　驚きと訝しみを含んで名前を呼ばれる。速まる鼓動が呼吸を乱す。

        「……っ、俺と別れてくれ」

        　鼓動のうねりに押し出されるようにして喉の奥に沈められていた言葉が、勢いよく口から飛び出た。

        　加賀井は振り払われた手を空に置いたまま動かなかった。見開かれた瞳が悲痛な色で染められる前に、白月はサッと目を逸らした。

        「……冗談だろう？」

        　震える声が、冗談の余地を探して縋るように問う。白月は首を横に振った。

        「……冗談じゃない。俺と別れて欲しい」

        「どうしてっ……」

        　血が滲む傷口を曝すような痛ましい声に、白月は耐えきれず目を瞑って答えた。

        「……他に好きな人ができた」

        　止めを刺す残酷な感触を自覚しながら、伊巻の指示通りの言葉を口にした。

        　ケーキの蝋燭の灯りが微かに揺れる気配すら凍り付くほどの冷たい沈黙が二人の間に流れる。

        　加賀井は俯いたまま何も言わない。表情が見えないせいで沈黙が一層重く感じる。

        「か、加賀井！　あの、俺……」

        「……本気なんだな」

        　沈黙に耐えきれなくなって口を開いたのと同時に、加賀井がぼそりと呟いた。表情のない憔悴しきった声だった。

        　今まで聞いたことのない彼の声に戸惑いつつも、白月は頷いた。ゆっくりと加賀井が顔を上げる。そこには悲しげな笑みがあった。

        「……そうか。分かった、本気なら仕方がない。諦める」

        　あっさりと身を引く加賀井に白月は拍子抜けした。不穏な展開を避けられ、本来なら安堵すべきだが、白月の心中は全くといっていいほど安らかではなかった。自分の言葉が引き金となり、これから加賀井が殺されるのだ。

        　何かを誤魔化すように貼り付けられた弱々しい笑みや、薄らと湿り気を帯びた声に胸が締め付けられる。

        　この感情は果たして罪悪感だけからくるものなのか？　分からない。分からないが……――。

        　白月はポケットの中の盗聴器の電源を切った。

        「か、加賀井、聞いてくれ！　ここにいたら危な……っ」

        　意を決して口を開いたと同時に、鳩尾に衝撃が走った。言葉を打ち砕くには十分すぎるほどの力だった。

        「がッ……」

        　殴られた箇所を抱えながらその場に蹲る。濁った咽び声を吐き出す白月を、加賀井が冷たい無表情で見下ろしている。今まで向けられたことのない表情にゾッとした。

        　驚愕、恐怖、困惑……、あらゆる感情で頭の中は恐慌状態だった。しかし痛みのせいで何一つそれらの感情を言葉にできない。口から出るのは鮮血を思わせる呻きのみだった。

        　唐突に、グイッと、力強く腕を引っ張られる。乱暴な動作に暴力の気配を感じて反射的に目を瞑る。しかし予想していた暴力が白月の身に振り下ろされることはなかった。

        　加賀井は白月を肩に担ぎ、寝室へ向かった。

        　寝室へ着くと、ベッドの上に乱暴に放られた。痛みはないが、加賀井からこんな扱いを受けるのは初めてのことで、ショックを隠せなかった。

        　そんな白月に気づいているのかいないのか、加賀井は背を向けると、ドア横のチェストから何かを取り出しカチャカチャと弄り始めた。その冷たい無機質な音に、嫌な予感が背筋を伝う。

        「か、加賀井。さっき、仕方ない、諦めるって言ったよな？」

        　先ほどの加賀井の言葉を恐る恐る口にして確認する。

        「ああ、言った」

        　肯定の言葉を返されるが、何かを弄る手は止まらない。心臓からどんどん血の気が引いていくような心地だ。

        　カチ、と全てが完了したような一際響きのいい音がしたと同時に、加賀井が振り返った。

        「……でも白月は何か勘違いしている」

        　つかつかと、冷たい足音共に加賀井がベッドに近づいてくる。　

        「俺は、言葉で引き留めるのは諦めた、と言ったんだ」

        　口の端を歪めてそう言うと、加賀井は右手に持った銃を白月に向けた。

        　剣呑な闇を湛えた銃口に、白月は息を呑んだ。恐怖で震え上がる心臓の音が全身に広がる。どこもかしこも病的なほど大きな震えが皮膚の上を覆っていた。

        　その滑稽なほど怯える様子に、加賀井は喉の奥を鳴らして笑った。

        「そんなに怯えなくたっていい」

        　殊更優しげな声で言いながら、加賀井がベッドに上がってくる。しかし、その手が銃を手放す気配は微塵もない。

        　逃げようと思うが、体に上手く力が入らず、足がシーツを蹴って皺を作るだけだった。その無様な足掻きを愛おしげに見下ろしながら、加賀井が覆い被さる。

        「あ、あっ、あ……」

        　恐怖で引き攣る喉は拒絶も懇願も言葉にできない。そんな怯える白月を、加賀井はうっとりとした瞳で見詰める。その目は銃口の奥よりも深い闇を湛えていた。

        　ひたり、と冷たい銃口が額に当てられる。

        「ひ……っ」

        「恐いか？」

        　加賀井の問いにコクコクと狂ったように何度も頷いた。

        「じゃあ選ばせてやる」

        　そう言うと、加賀井はおもむろにズボンのファスナーを下ろした。そして怒張した自分のものを取り出し、白月の前に突き出した。

        「……こっちとこっち、どっちを咥えたい？」

        　加賀井の言葉に、白月はしばし固まった。左右の手にそれぞれ握られたものを交互に見ても、加賀井の言わんとすることが理解できなかった。いや、理解したくなかったのだ。

        　――狂っている。

        　殺されるかもしれないという危機的状況よりも、目の前の狂気的な二択で迫ってくる男の方がずっと恐ろしく感じた。

        　忌避感にも似た恐怖を覚えた瞬間、サトウの言葉がふと頭によぎった。

        『もし不測の事態が起きた時はこの番号に電話を入れてくれ』

        　ごくりと唾を飲み込みながら、ゆっくりパーカーのポケットに手を入れる。そしてそこに忍ばせていたスマホに触れた。ロックを解除すればサトウの電話番号が画面に出ている。電話が繋がれば、不測の事態を察知したサトウがどうにか動いてくれるはずだ。

        　自分の電話一本で加賀井が死んでしまうかもしれないと思うと一瞬躊躇いが生じたが、このままでは自分が加賀井に殺されてしまう。今、自分を救ってくれるのはサトウしかいない。

        　良心の呵責を振り払いながらスマホの画面をタップした。

        　――ヴヴヴ

        　虫が蠢くような不気味なバイブ音が部屋の中で生じた。くぐもった鈍い音だったが、張り詰めた沈黙にはよく響いた。

        　音のする方を視線で辿ると、部屋の隅にある大きなスーツケースに行き着いた。

        　嫌な汗が背中を伝った。自分がサトウに電話を掛けたタイミングで鳴り始めたバイブ音。単なる偶然なのか。

        　もし偶然でないとしたら、このバイブ音がサトウのスマホのものだとしたら、なぜ部屋の中から音がするのか……。

        　考えれば考えるほど嫌な予感がくっきりと輪郭を持ち始める。単なる偶然であることを祈って電話を切ろうとしたその時、

        「……うるさい」

        　鬱陶しそうに呟いて、加賀井は銃口をスーツケースに向けた。そしてそのまま何の躊躇いもなく銃弾を三発、スーツケースに撃ち込んだ。

        　その衝撃でスーツケースが床に横転し蓋が開いた。

        「……っ！」

        　ケースの隙間から飛び出たものに、戦慄が全身を駆け抜けた。

        　それは人間の腕だった。人間の腕がケースの隙間から伸び出ているのだ。しかもその腕が着ている服には見覚えがあった。真っ赤な生地に黄色のハイビスカス。それはサトウが着ていた派手なアロハシャツとよく似ていた。

        　さらによく目を凝らして見ると、隙間から血に濡れた金髪が数束零れている。

        　ド、ド、ド、と激しく打ち付ける鼓動が全身を支配した。高濃度の恐怖と困惑が頭の中でぐるぐると渦を巻く。

        「あ、あ、あれ……」

        　震える指先を何とかしてスーツケースに向けた。

        「ああ、あれはさっき白月に付きまとっていた奴だ。鬱陶しかっただろう？　だから殺した」

        　加賀井は何とでもないように平然と答えた。その温度のない声から、微塵の躊躇いもなく人の命を奪う加賀井の姿が容易に想像出来た。

        　垣間見えた残酷な本性に、向けられる銃口が脅しではないことを痛感する。体の震えがますます加速した。

        　しかしさらに恐ろしいのは、白月の家の最寄り駅でサトウと会ったのをなぜ知っているのかということだ。たまたま見掛けただけだろうか。いや、そんなタイミングのいいことがあるのか。まさかこれまでもずっと家から加賀井の家に来るまでの間、見張られていたのか……――。

        　疑念が悪い憶測へ、そして根拠もなく確信へ変わっていくほどに頭は冷静さを欠いていた。

        「奴の車の中を調べたら武器がたくさん載っていたんだ。どういうつもりで白月に近づいたかは知らないが、まぁ疑わしきは罰せよ、だ」

        　あたかも自身の行為が正当であるかのように加賀井が言った。

        　彼がどこまで白月の裏切りについて知っているかは分からない。だが、今まで見てきた彼の自分への執着は表面の部分にすぎず、相当に根深いものだということは嫌でも分かった。

        「……まさか、他に好きな人ができたと言っていたが、あれか？」

        　途端に瞳が剣呑さを帯びる。死者にさえ容赦しないであろう凶暴な嫉妬心が瞳の中でゆらりと揺れる。

        　白月は激しく首を横に振った。

        「そうか、ならいい。まぁ、他にできた好きな奴については後からゆっくり聞くことにしよう。……で、決めたか？　……こっちとこっち、どっちを咥えたい？」

        　加賀井が再び訊ねた。

        　妖艶ですらある毒のような甘さを滲ませた笑みを浮かべているが、その目はどうやっても誤魔化しようのない激しい怒気を孕んでいる。

        「さぁ、選べ」

        　銃口が眉間に押しつけられる。心臓が胸を突き破りそうなほど強く鼓動を打つ。

        　もうサトウに助けは求められない。伊巻も助けに来るとは思えなかった。そうとなれば、選択肢はひとつしかない。

        　加賀井が無言で、銃口をさらに強く押しつけた。白月は唇の震えを飲み込みながら、ゆっくりと口を開いた。

        　そして膝立ちになっている加賀井のものを咥えやすいようのそりと体を起こすと、それを恐る恐る口に含んだ。

        　頭上で口の端が吊り上がる気配がした。

        「いい子だな、白月は」

        　犬を褒めるような優しい手つきで頭を撫でられる。しかしその逆の手には銃が握られているため、優しげな手つきや声がかえって恐怖を煽った。

        　機嫌を損ねないよう懸命に舌を動かす。先走りの独特の臭いや味が、舌を動かすごとに咥内に広がっていく。怒張したものがさらに容積を増すと、舌を動かすのも呼吸するのも苦しさを伴った。

        　顔を歪める白月に反して、加賀井は恍惚とした表情を浮かべ自分のものを必死に咥える白月を見下ろしていた。

        「……あぁ、嬉しい。白月にフェラしてもらえるなんて。白月は今まで恥ずかしがってフェラしてくれなかったもんな」

        　つつ、と耳の縁を指先で撫でられる。快感を呼び起こそうとするその卑猥な手つきに、加賀井の思惑通り腰の辺りにじわりと甘い痺れが広がる。その痺れの余波が舌の動きに滲んだのを、加賀井が見逃すはずがなかった。

        　くすり、と小馬鹿にしたような、しかし愛おしさに溢れた笑いを零す。

        「白月は素直で可愛いなぁ。……でも積極性が足りないかな」

        　そう言うと、加賀井は何の前触れもなく後頭部を掴み前後に激しく揺らした。張り詰めたものが奥を突く度に、追い出されるように先走りの混じった涎が口の端から漏れていく。頭上の呼吸がはっきりと興奮の色を帯びて荒くなる。

        　状況を飲み込むよりも先に、喉に濁った欲望を放たれた。ずるりと加賀井が自分のものを口から引き抜く。途端に呼吸が楽になり今まで不足していた酸素を貪るように肺が大きく上下する。

        　だが、口の中にはまだ加賀井の放ったものがどろりと残っている。喉の奥をゆっくりと落ちていく滑った感触に、胃が拒絶反応を示し吐き気がこみ上げてきた。

        　せめて口の中のものだけでも吐き出そうとした瞬間、それを阻むように加賀井の手が口元を覆った。

        　困惑して瞳を揺らがせる白月に、加賀井はうっとりと目を細めて言った。

        「飲んで」

        　命令とは正反対ともいえるほど柔らかな声だが、首を横に振ることを許さない絶対的な威圧感を孕んでいた。

        　目を見開いて固まっている白月に焦れたのか、再度口を開いた。

        「俺の精液、飲み込んで。よく味わって。ここを大きく動かして飲み込むんだ」

        　子供に言い聞かせるような丁寧さで言いながら、ここ、と銃口で喉を撫でる。銃口の冷たさに喉がヒュッと竦む。

        　白月は腹に力を込めながら胃の拒絶を抑え込み、ごくりと口の中に残った精液を飲み下した。強烈な吐き気が胃の中でのたうち回ったが、何とか堪えた。

        「……よし、飲んだな。じゃあ口を開けて見せて」

        　恐怖とも嫌悪ともつかない震えで戦慄く口をゆっくりと開くと、加賀井は指を口の中に入れ舌を引っ張り出した。

        　そのせいで吐き気が喉元までせり上がってきたが、苦しげに顔を歪ませる白月など一顧だにせず、加賀井はまじまじと咥内を確認した。

        「……まぁ、少し残っているが初めてだから仕方ないな。よく頑張ったな」

        　舌を離すと、褒美と言わんばかりにちゅ、ちゅ、と顔中にキスを降らせてくるが、もちろん抵抗する気力も勇気もない。

        　顔中に満遍なく落とされる軽いキスだったが、やがて唇一点だけに注がれる濃厚なものへと変わっていった。顔を上に向けさせられているため、加賀井の舌や唾液がどろりと重力に従って垂れ落ちるように咥内へ侵入してくる。鈍重なキスでありながら、加賀井の舌は沼の中に落ちた宝石でも探す執念じみた動きでもって口の中をまさぐり、白月の舌を絡め取った。

        　逃げと追い。抵抗と捕獲。思惑が一致しない舌がそれぞれ違う動きを見せる。しかし逃げ場のない狭い咥内でどちらが優利であるかは一目瞭然だ。

        　口の端から漏れたどちらのものか分からない唾液がいつの間にか喉元まで垂れている。唾液で口の中に残った加賀井の精液が薄まったはずなのに、加賀井の匂いは一層強くなるばかりだ。

        　満足したのか、加賀井は舌を甘噛みしてから唇を離した。甘く嬲り尽くすようなキスからようやく解放された白月は、乱れた呼吸の中に安堵の色を滲ませた。

        「俺の精液の味がする白月の口、可愛いなぁ……」

        　うっとりと加賀井が呟く。細めた目には歪な昂揚が滾っており、まだまだ果てる気配のない欲望の深さに背筋が冷たくなった。

        「まぁ、口はまた今度してもらうとして……」

        　トン、と唐突に肩口を押される。強い力ではなかったがいきなりのことだったので、体のバランスが崩れそのまま仰向けにベッドに倒れ込んだ。

        　すかさずその上に加賀井が覆い被さり、抵抗する間もなくズボンと下着をずり降ろされた。怯え竦んでいる白月のものからさらに血の気が引く。それは単に冷たい外気に曝されたためだけではない。

        　情けないほどに竦み上がった白月のものを、熱い嗜虐の視線がねっとりと根元から先端まで舐めあげる。

        　ごくり、と加賀井の喉から生々しい欲情を飲み込む音がした。

        「……白月、次はどっちを入れられたい？」

        　狂った昂ぶりが爛々と燃える瞳で白月を見下ろしながら加賀井が言った。

        　どっち、と選択を問いながら、窄まりに怒張した先端をひたりとあてている。求めている答えも、言うべき答えも明白だ。

        　しかし、加賀井の荒々しい呼気を感じるほどの瞳と、窄まりの薄い皮膚にあてられたモノの狂暴な熱に正しい返答を口にすることが躊躇われた。

        「白月？　どっちがいい？」

        　黙り込む白月に焦れたようでもう一度加賀井が問う。声こそ優しいが、下ではぐったりと萎えている白月のものを銃の先でぐりぐりと踏みにじるように弄っている。

        「っひ……！」

        　全身が震え上がった。加賀井が与えているのは選択肢ではなく脅しだ。しかもその脅しは嘘ではない。それはこちらを見下ろす狂気的な昂揚と冷酷さを孕んだ瞳を見れば一目瞭然だった。

        　恐怖で間隔が短くなる呼吸を唾液と共に飲み込んで、口を開く。

        「か、加賀井のが、いい……」

        　無理やり引き出された望まぬ言葉は、か細く震えた。それが気に食わなかったのか、加賀井は目を眇めた。

        「……俺の何がいいんだ？」

        　突き放すような冷たい声で言われ、白月は戸惑った。

        「え、いや、だから……」

        　直接的な言葉を言い淀んでいると、銃の先端が窄まりの入り口付近に浅く入ってきた。

        「ひっ……！」

        「俺が持っているこの銃がいいのか？　白月は随分被虐的な嗜好らしいな」

        　まだならしていない乾いた場所に、銃口の冷たさをごりごりと押しつけてくる。痛みよりもこのまま銃を突っ込まれるのではないかという恐怖で体中の震えが止まらなかった。

        「ち、違うっ。それじゃない！」

        「じゃあどれだ？」

        　冷酷な響きを持った声で再度問われる。躊躇いや迷いを一切許さない威圧感が、急かすように白月の喉元まで迫り来る。頭で考えるより先に口が動いた。

        「か、加賀井の、ち、ちんこ……ッ」

        　羞恥も躊躇いもかなぐり捨て答えると、加賀井はフッと口元に暗い笑みを零した。見下ろす瞳が、自分の思惑通りに動く白月を愛おしげに嘲る。

        「よく言えたな、えらいえらい」

        　窄まりから銃が離れる。固い圧迫感が消え、とりあえずほっと息を吐く。

        　しかし、

        「で、俺のを、どこに入れて欲しいんだ？」

        　意地悪く歪んだ唇が、またもや羞恥を煽る問いを向けてきた。束の間の安堵の吐息が凍り付く。

        　これ以上どうすればいいのか分からず固まっていると、加賀井がやれやれと言わんばかりにやや演技臭い溜め息を吐いた。

        「分かった。言葉にするのが恥ずかしいなら言わなくていい」

        　思いがけずあっさり引き下がった加賀井に、白月は当惑した。何か裏があるのでは……と訝しむ。

        　加賀井の目がにやりと不吉な笑みの形を描いた。

        「言葉にしなくていいから、どこに入れて欲しいのか、俺にその部分を見せてくれ」

        　加賀井の言葉に目を剥く。と同時に理解した。つまり加賀井は、女のように股を開いてねだれと言っているのだ。

        　羞恥と屈辱でカッと頭が熱くなる。しかし加賀井の持つ銃の冷たい黒光りに、今の圧倒的不利で危険な状況を思い出しすぐに血の気は引いた。

        　白月が取る行動はひとつしかない。しかし、恐怖の中でも僅かに残る男としての矜持がそれを邪魔する。

        　内心の葛藤が滲む手の震えを、加賀井は焦れったそうに目を眇め見詰めている。

        「……白月、早くしてくれ。俺はあまり気は長くないんだ、特に白月のことに関しては」

        　加賀井は先ほど白月の窄まりに押し込んだ銃口にちゅ、ちゅ、とキスをしながら言った。はやる気持ちを抑えられないというような、不気味な昂揚が溢れるその行動に心臓の芯からゾッと怖気が湧き上がる。

        　白月は震える手を膝頭に添えると、おずおずと股を開いた。これでいいかと問うように加賀井を見る。その視線に答えるように加賀井はにっこりと微笑んだ。

        　しかし、続く言葉に白月は絶句した。

        「どうした？　股なんか開いて」

        「え……」

        　一瞬、わけが分からず呆気にとられたが、加賀井の目元に嗜虐的な笑みの陰を認め、恥辱に腹が熱くなった。感情のまま口を開こうとした瞬間、眉間に銃口を押し当てられ言葉はおろか呼吸すら奪われた。

        「言って。どうして股を開いて可愛い穴をひくつかせてるのか、答えて」

        　愉しくて堪らないといった笑みの端から興奮の吐息を漏らす加賀井に、白月の中の羞恥や怒りは萎み、体の震えの中に呑み込まれていった。

        　完全に恐怖一色で染めら上げた唇がゆっくりと動く。

        「か、加賀井のを、こッ、ここに、入れて欲しい……」

        　顔を背けぼそぼそと呟くと、加賀井は眉間から銃を離し、満足そうに頷いた。

        「ちゃんとおねだりできてえらいな。ふふ、白月にここまでねだられたら応えないわけにいかないなぁ」

        　白月の頭を愛おしげに撫でながら歪な笑みを零す加賀井の手を振り払いたかったが、膝頭をぎゅっと握ることで耐えた。

        「さぁ、もっと開いて。ほぐしてあげるから」

        　ベッドボードに銃が置かれ、代わりにローションを手にしながら加賀井が優しく言った。手の上からどろどろとローションが垂れ落ちて、シーツを濡らしていく。

        　銃が手から離れたというのに、白月の頭の中に逃げるという選択肢はとうに消えていた。

        　白月は加賀井の言葉に従い、さらに股を開いて見せた。その従順な様子に加賀井は笑みを深め、ローションで濡れた指を窄まりにやや強引に押し入れた。

        「……ッ」

        　ぐじゅぐじゅと肉の輪を広げるように、内壁を何度も撫でられる。加賀井の吐く息に帯びる興奮が鮮明になればなるほど、指の動きは荒くなり、指の数も増やされた。

        　暴力的というわけではないが、いつもの丁寧さや気遣いが感じられない、その無心ともいえる指の動きに、目の前の男が知らない人間のようで恐くなる。

        「……だいぶ解れてきたな」

        　独り言のように呟いて、じゅぽり、と指を抜く。それだけで吐く息が震えた。その震えには恐怖だけでなく、体に染み込んだ反射的な疚しい期待が少なからず含まれていた。この状況下で快感を期待する自分の体が恨めしかった。

        「もう入れていいな」

        　その声はすっかり濡れそぼった窄まりに視線と共に注がれており、白月の了承などまるで求めていない。もちろん了承を求められたところで白月に拒否権などないのでどうでもよかったが、加賀井がそのまま自分のモノを入れようとしたのでさすがに制止した。

        「ま、待って！」

        「なんだ？」

        「ゴ、ゴムつけないのか？」

        　恐る恐る確認する。加賀井の怒張したモノはぬらりと先走りを纏っているだけで丸裸だ。ゴムなしで加賀井としたことはない。いつも加賀井自らゴムをつけていた。

        　しかし、それはいつもなら、だ。

        　白月の言葉を加賀井は鼻先でフッと笑った。

        「白月、勘違いしていないか？　これはセックスじゃない。……お仕置きだ」

        「ッぐ……」

        　ズン、と一気に突っ込まれ腹の底から瞬間的に吐き気がこみ上げた。

        　喘ぎとは呼べない濁った声を漏らす白月などお構いなしに、腰を掴んで激しく腰を打ち付け始めた。

        「ッ、白月が誰のものなのかちゃんと分かるように中からマーキングしないとな」

        　自ら発したマーキングと言う言葉に興奮するように、語尾が歪な昂揚と恍惚の熱で捩れた。

        　加賀井の荒々しい腰使いや、ゴムをしていないせいで鮮明になっている怒張したモノの生々しさに、恐怖のあまり嗚咽が漏れる。だが、快感をよく知る奥の淫らな部分を突かれる度に、嗚咽に卑しい甘さが滲み出てくるのを白月は止められなかった。

        　加賀井のモノがこれ以上進み入らないよう懸命に閉じていた襞の奥も、今では迎え入れるように絡みついている。腰の動きに追従する水音が卑猥さをたっぷり含んで鼓膜を甚振った。

        　加賀井の昂ぶりが一際強く感じた瞬間、腹の奥へ欲望が放たれた。

        「……っ」

        　あまりのおぞましい感触に悲鳴すら上げられない。本来男の精を受け入れることなど決してない場所が、本能的拒絶を示して臓腑を震わせる。

        「ふふ、白月のここ、俺のでいっぱいだ」

        　加賀井は嬉しそうに呟いて、自分の放ったものが溢れるそこをぐちゅぐちゅと緩く掻き回した。嫌悪感と快感が入り交じった嗚咽が口から零れる。

        「もっ、もぅ、だして……っ」

        　縺れる舌を必死に動かして懇願した。精を放たれたまま男のモノをまだ咥え込まされている状況は、男として恥辱の極みに他ならなかった。

        　しかし加賀井は口の端で、短く笑ってその懇願を一蹴した。

        「だめだ。言っただろう？　これはセックスじゃなくてお仕置きだって。……まだお仕置きは始まったばかりだ」

        　あまりにも禍々しい笑みと宣告に、白月は絶望以外の感情を抱くことができなかった。

        　呼吸も嗚咽も鼓動も真っ白になる。絶望的状況に意識が現実から逃げ出そうとした時、暗闇の中で加賀井の小さな呟きが鼓膜をかすめた。

        「……これで白月は俺のものだ」

        　その声は歪な恍惚をたっぷりと含みながら、悲しげな安息の音を微かに帯びていた。それは吐息のように小さなものだったが、加賀井に対して恐怖しかなかった白月の心に、胸を締め付けるような切なさをもたらした。

        　叶うならばすぐにでもこの場から逃げ出したいほど加賀井が恐ろしくて堪らないのに、なぜか手を伸ばしてその頬を撫でてやりたくなった。心が捻れて散り散りになってしまいそうなほどの矛盾だ。しかし、その柔らかな感情は確かにあった。全身を支配する恐怖の隣に震えながらも存在していた。

        　声とも吐息ともつかないその音の儚い輪郭に触れてみようと手を空に伸ばしてみたが、欲情で汗ばんだ加賀井の手がかっさらうようにそれを掴んだ。

        　その荒っぽさと生々しい感触に、意識を何とか支えていた柔らかな感情が一気に霧散した。今度こそ、白月は意識を手放した。

        「白月、愛してる。ずっと傍にいてくれ……」

        　哀切極まる懇願と掴まれた手に落とされたキスは、闇の中に溶けて消えた。

        


    

    
        番外編　殺し屋は恋人の胸の内を知らない


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　お互い出不精ということもあり、デートは専ら加賀井の家で宅飲みすることが多いが、今日は隣町の大型ショッピングモールで『北の味フェア』という催し物をしていたため、夕食の買い出しがてらそこまで出向いた。

        　蟹やウニ、海鮮丼など北海道や東北の特産品の数々に白月の胸は躍った。

        「他に買うものはないか？」

        　一通り店を見た後、加賀井が確認してきた。

        「うん、大丈夫。というか買いすぎたな」

        　加賀井と自分の手を塞ぐ戦利品の数々を見て白月は苦笑した。

        　本当は夕食分とデザートだけと思っていたのだが、試食をして白月が好反応を示せばすぐに加賀井が購入したので気づけば二週間は食に困らないのではないかというほどの量になっていた。

        「そうか？　二人で食べればすぐだろう。もしかして荷物が重いのか？　やっぱり俺が持つ」

        「いやいや！　大丈夫だって、荷物ぐらい自分で持つから」

        　伸びてきた加賀井の手を、慌てて体ごとひねってかわす。申し訳ないことに、懐の寂しい白月に代わって、加賀井が全てお金を出してくれたのだ。その上、荷物まで持ってもらうなんてことはできなかった。

        「でも白月は細いし体力ないからきついだろ」

        「いや、細くないし。これが普通だし。筋肉もちゃんとあるし」

        　加賀井に他意はないことは承知だが、それでも男の矜持を傷つける言葉は聞き捨てならずムキになっていると、

        「あれ？　もしかして白月君？」

        　背後から声を掛けられ、反射的に振り返った。人混みの中こちらを見ている声の主と目が合った瞬間、しまった、と振り返ったことを早々に後悔した。

        「やっぱり白月君だ～！」

        　内心焦っている白月などお構いなしに、女は相好を崩してこちらに近づいてくる。

        「……誰？」

        　隣の加賀井が露骨に不機嫌になって訊いてくる。

        「えっと……」

        　どう答えるべきか言い淀んでいるうちに、女が白月の前までやって来た。

        「久しぶり！」

        「あ、うん、久しぶり……」

        　屈託のない彼女の笑顔に気圧され、口の端をなんとか持ち上げる。

        「なに、その曖昧な笑い。もしかして私のこと憶えてないの？」

        　白月の引きつった笑みに、女が不満そうにむくれた。白月は慌てて首を横に振った。

        「そ、そんなわけないだろ。憶えてるよ」

        　憶えていないはずがなかった。彼女は大学時代に付き合っていた、人生初の恋人だ。

        　出会いはバイト先の飲食店で、彼女――板野律子いたのりつこもそこで一緒に働いており、新入りの白月の面倒を色々と見てくれた。サバサバとした性格だが面倒見がよくみんなに慕われていた。いわゆる姐御肌タイプの女性だ。

        　最初はその歯に物を着せぬ言い方に、内心苦手意識があった白月だったが、次第に慣れてくると、むしろその裏表のない性格が好ましく思えた。

        　アプローチしてきたのは、意外にも彼女からだった。何が琴線に触れたのかは分からないが、食事や映画に誘われ、五回目のデートの時に白月から告白したのだった。

        「よかったぁ、憶えててくれて。なにしろもう最後に会ったの十年前だもんね」

        「そ、そうだな……」

        　ほっと肩で息を吐く彼女に曖昧に笑みを返しながら、加賀井の方をちらりと見遣る。案の定、雲行きのよくない表情をしていて、内心ひやりとした。

        　これは何としても元恋人だと露呈する前に早く立ち去ってもらわねば……。

        「白月」

        　思った矢先に、加賀井が口を挟んできた。

        「この女は誰だ？」

        　あからさまに敵意を剥き出しにした物言いに、さすがの律子も面食らった様子で目を見開いた。

        　しかし、さすがはというべきなのか、律子はすぐに人好きのする笑みを浮かべて加賀井に向き直った。

        「あはは、ごめんね、いきなり話し込んじゃって。ついつい感動の再会にテンション上がっちゃてさ」

        　おふざけで彼女が口にした『感動の再会』という言葉に、冗談が通じない男の眉が神経質にぴくりと動いた。

        　嫌な予感しかせず、白月がフォローに入ろうとした時、

        「私、白月君の元カノの板野律子って言います！　よろしくね」

        　冗談の延長のように軽いノリで暴露した律子に白月は頭を抱えた。

        　律子は悪くないし、悪意もない。ただ事実を口にしただけだ。けれど、隣からピリピリと肌を刺す総毛立つような殺意にも似た黒い波動に、彼女を恨まずにはいられなかった。

        「えっと、白月君の友達？　超イケメンじゃん！　こんなイケメンな友達がいるなら紹介してよー」

        　殺気立つ加賀井に気づいていない律子は、悪戯っぽく笑いながら白月を肘でつついた。

        『昔の彼女に男紹介する奴なんているわけないだろ』

        　笑って返そうとした冗談は、ぐいっと力強く腕を引かれた拍子に飛んでいってしまった。

        「――友達じゃない。恋人だ」

        　肩をぐっと抱き寄せて加賀井が言った。冗談も訂正も入る余地のない至極真面目で、そして威嚇にも似た声だった。

        　今度こそ律子は目を見張って呆然と立ち尽くしていた。

        　慌てて弁解しようとしたが、加賀井に嘘がバレては元も子もない。仕方なく黙って律子の様子を窺っていると、最初こそ言葉を失って固まっていたが、しばらくすると興奮した様子で口を開いた。

        「え！　うそ！　白月君ってゲイだったの？」

        　幸いにも律子の顔に嫌悪や侮蔑の感情はなかった。むしろ純粋な好奇心で目が輝いている。

        　ゲイという直接的すぎる言葉に戸惑い答えあぐねていると、

        「いや、男と付き合うのは俺が初めてだ」

        　なぜか加賀井が答えた。しかもその声は少し得意げで優越感さえ滲ませていた。勝手なことを言うなと内心睨みつけたい気持ちだったが、加賀井の機嫌が幾分よくなっているようで少しほっとした。

        「へぇ、じゃあバイってやつか。なるほどね」

        　勝手に納得する律子に反論したかったが、加賀井の前で下手なことは言えないのでぐっと言葉を飲み込んだ。

        「まったく、いい男捕まえちゃって、羨ましい」

        「ははは、はは……」

        　唇を尖らせて羨ましがる元恋人に複雑な気持ちになりながら、口の端だけでかろうじて笑う。

        「でもなんか納得だわ。白月君には男の人の方が合ってる気がする」

        「え？」

        　思いも寄らない言葉に目を丸くする、

        「ど、どういう意味？」

        「だって、白月君ってリードされたいタイプでしょ？」

        　律子が断定するような口振りで言って顔を覗き込んでくる。真っ直ぐ見つめるその目にたじろいでしまう。

        「そ、そんなことは……」

        　ない、とは言い切れなかった。というのも、律子と別れた原因が、白月のリード不足にあったからだ。

        「グイグイ引っ張るのが好きな女の子もいるけどさぁ、やっぱり女は大事なところは男に引っ張ってほしいんだよねぇ」

        　悪意はないのだろうが、しみじみと感慨を込めて言う律子に、過去の苦い感情が引きずり出されて少し胸が苦しくなった。元恋人からの恋愛面における指摘ほど、人に惨めさと後悔を与えるものはない。

        「……あの、なんというか、ごめん」

        　彼女が白月を責めているわけではないことは分かっていたが、何となく居た堪れない気持ちから謝罪の言葉が零れた。謝罪が思いも寄らなかったのだろう、律子は少し目を見開いて驚いた顔をしたが、すぐに苦笑しながら手を横に振った。

        「別に謝らなくていいって。白月君が悪いわけじゃないし。単なる相性の問題よ」

        　彼女の口振りはとてもあっさりしていて、過去のことになど何一つ囚われていないようだった。それを少し寂しく思っていると、肩を抱き寄せる加賀井の手にぐっと力が込められた。

        　人の心の内など知りようがないのだから偶然に違いないが、それでも僅かでも抱いた元恋人への未練がましい寂しさを咎めるようなそのタイミングに、少しひやりとした。

        　何も知らない律子は、いまだに白月の肩を抱き寄せている加賀井の手を見ながらくすりと笑った。

        「白月君には彼みたいな少し強引な人がちょうどいいのかもね」

        「はは、は……」

        　何とも言い難い複雑な気持ちになっていると、

        「ママー！」

        　少し離れたところから男の子の声が響いた。律子はその呼びかけが自分に対してのものだと疑うことのない確信に満ちた速さで振り返った。

        　黄色いシャツを着た少年が、父親らしい男の手を引いてこちらに向かってくる。

        「トイレおそいよー」

        「ごめんごめん」

        　頬を膨らませる少年に、律子の目元が緩む。快活な彼女しか知らない白月は、その柔らかな表情に少し驚いた。

        「うんこだったの？　うんこ？　うんこ？」

        「そうそう、うんこ、うんこ」

        　律子が肯定すると、少年は彼女とよく似た快活な笑みでうんこうんこと連発してきゃきゃっとはしゃいだ。

        「すみません、お話中に」

        　少年に連れられてやってきた男は、申し訳なさそうに頭を下げてから律子に向き直った。

        「そろそろ、映画始まるよ」

        「あら、もうそんな時間？」

        　律子は自分の腕時計を確認した。

        「ごめんね、バタバタで。携帯の電話番号変わってないからよかったらまた連絡して。今度またご飯でも食べてゆっくり話そうよ」

        　食事の誘いに加賀井の目が瞬時に鋭くなる。それをなだめるように「もちろんお隣の彼氏さんも一緒に」とウィンクをして言い加えると、少年に腕を引かれそのままバタバタと白月たちの前から立ち去った。

        　律子と復縁したいとは決して思っていなかったが、こうして元恋人が家庭を築いているのを見るのは何だか自分だけが過去に取り残されているような寂しい気持ちにさせるものだな、と三人の背を見送っていると、

        「……食事、行くのか？」

        　嫉妬と不安を混ぜたような、殺し屋の彼のものにしては随分情けない声で訊かれ、思わず笑った。

        「行かないよ。話すこともないし」

        「そうか……」

        　溜め息のような呟きは、とりあえずの納得と安堵を含んでいるものの、まだ釈然としない何かを抱えているようだった。しかし面倒だったので、気づかぬ振りして歩みを進めた。

        「それより早く帰って、ビール飲みながら映画観よう」

        　そう言って腕を引くと、加賀井は柔らかく笑って頷いた。

        　

        　今日買った戦利品をテーブルに並べ、ビールと交互に口に運んでいると、

        「それにしてもあの女、白月のタイプとは随分違うな」

        　唐突に振られた話題に、口に含んでいたビールを危うく噴き出しそうになった。それを無理やりに呑み込んだ反動で少しむせ込んだ。

        「なっ、なんだよ、急に。しかも俺のタイプと違うって……」

        「だって初めてデートした時に好きなタイプは物静かなタイプだって言ってたじゃないか」

        　どこか拗ねるようにして言った加賀井の言葉に、ようやく合点がいった。

        　そういえば、好きなタイプを訊かれた時に『物静かなタイプ』と答えたのだった。しかしあれは伊巻の指示で、加賀井に近いタイプを口にしただけで別に本心ではない。

        　だが、もちろん加賀井に本当のことを言えるはずもなく、

        「律子は、その、例外というか……まぁ昔はタイプが違ったんだよ」

        　と適当にはぐらかした。

        　だが、言葉の選択を間違えたようで、眉間の不穏な影がますます濃くなった。

        「例外ということは、特別ということか？」

        「違う、そうじゃなくって……」

        　揚げ足をとるような言葉に頭を抱える。やはり嘘というものは必ず綻びが出るものだ。

        　観念して口を開く。

        「律子は、なんというか、向こうから、その、グイグイきてくれて、浮かれてたんだよ。だからタイプとか関係なくて……」

        　言いながら自分の単純さに呆れる。こんな風だから女に騙されてしまうのだ。

        「……やっぱり特別じゃないか」

        　むっと口の端を引き下げてすっかりへそを曲げてしまった加賀井に、白月は面倒なことになった、と心の中で溜め息を吐く。

        　子どもの頃は、加賀井は同級生に比べ大人びていると感じていたが、今は逆だ。こんな幼稚な拗ね方をする三十手前の成人男性など数えるほどしかいないだろう。

        　特に白月に関わることでは、すぐに子どもっぽいヤキモチを焼いたり、わがままな要望を押し通そうとしたりする。子どものそれと同じで、どんな正論も彼の前では無力だ。その上、子どもと違って時間が経てば忘れるということがないので、放置すればするほど厄介なことになる。

        　白月は仕方なく、口を開いた。

        「特別っていうなら、男を好きになったの加賀井が初めてだから、俺にとってはそっちの方が特別なんだけど」

        　わざと少し拗ねたように言えば、途端、加賀井の目が輝いた。

        「特別……？　俺が白月にとって？」

        　言葉の意味を噛みしめるように繰り返す加賀井は、目に見えて機嫌がよくなっていた。そういうところも子どもっぽいが、なぜか嫌ではなかった「そうだよ、特別」

        　加賀井が望む言葉を丁寧に返せば、先ほどまで彼の口元を占拠していた不機嫌さはすっかり消えていた。

        「そうか、ならよかった」

        　安堵したように穏やかな声で言って、加賀井はウニの寿司を口に運んだ。

        「ウニうまい？」

        「ああ、うまい」

        「じゃあ俺も食べよう」　

        　律子のことを掘り返されないよう話題を変えるようにして、ウニの寿司に手を伸ばした。

        「うわ、うまい！　さすが本場のウニはやっぱり違うな」

        　舌鼓を打ちながらウニを味わう白月を、加賀井は目を細めて見つめるだけで、それ以上律子について追及することはなかった。

        


        「……白月は子どもが欲しいか？」

        　事後の気怠さと微熱を孕むベッドの中で、白月を背中から抱きながら加賀井が訊いてきた。

        　突拍子もない質問に首を傾げながら振り返る。

        「どうしたんだ急に？」

        「今日会った女の家族をじっと見つめてたから子どもが欲しいのかと思って」

        　どこか寂しげに言う加賀井の言葉に軽く目を見張った。ただ見送っていただけだというのに、加賀井の目には羨ましがっているように映っていたのかと思うと、途端に恥ずかしくなった。

        「別にそんなつもりで見ていたわけじゃない」

        「そうか、ならよかった。俺も白月も子どもを産めないからな」

        　臍から下腹部をじっとりとした手つきで加賀井が撫でた。皮膚と肉の奥にある、先ほどまで快感を過剰なくらい与えられ喘いでいた部分が、じくりと甘く疼く。

        「あ、当たり前だろっ」

        　女のように反応する腹の奥を悟られたくなくて、語気を荒げる。

        　けれど、密着した皮膚には微かな快感の震えさえ伝うようで、加賀井はくすりと笑って下腹部を撫でていた手を下生えの向こうに隠れた窪みに伸ばした。まだ事後のぬめりを含んだそこは、容易に加賀井の指を銜え込んだ。

        「っ、あ……」

        「俺は子どもは扱い方がよく分からないが、白月の子なら育ててみたい」

        　じゅくじゅくと指で入り口を掻き混ぜながら加賀井が耳元で陶然とした声で呟く。一度は落ち着いていた過敏な場所が、浅ましく再び熱を帯び始めた。

        「……もっと奥なら子どもができるかもな」

        　子種を植え付ける最適な場所を探すように、奥まで指を入れながら加賀井が言った。冗談めかした口調だが、言葉の端々から歪な熱が漏れ出ていて、否応なく戦慄を誘う。

        　なのに指が過敏な箇所を掻くたびに生まれる快感が、その正常な反応とも言える戦慄を掻き消していく。それが怖くて、奥歯をぐっと噛み締めていると、

        「……不安なんだ」

        　ぼそりと、沈鬱な声音で胸の内を吐露するように加賀井が呟いた。

        「俺は白月が望むことなら何だってしてあげたいけど、さすがに子どもは作ってあげられない。もし子どもが欲しいと思ったら俺にはどうすることもできないからな……」

        　指をナカから引き抜くと、加賀井はぎゅっと腰を抱き寄せた。それは子どもが母親に縋り付くような甘く儚い力だった。

        　白月は分かりやすく溜め息を吐いてから体を反転させ、彼の広い背中に腕を回した。

        「こんな大きい子どもがいるのに、もう一人子どもなんて考えられないよ」

        　苦笑するように言って加賀井の髪を両手で掻き撫でる。自分とは正反対の髪質のそれは、一本一本が柔らかく、手触りも滑らかで子どものものとよく似ていた。

        「……大きい子ども、というのはもしかして俺のことか？」

        　きょとんとした声で聞き返され、白月は思わず噴き出した。

        「他に誰がいるんだよ。……ってもしかして嫌だった？」

        「いや、子ども扱いされることなんかなかったから少し驚いただけだ。子どもの頃は子どもらしくないってよく言われたからな」

        　よっぽど言われ慣れていないのだろう。珍しく戸惑いを見せる加賀井にくすりと笑った。

        「俺も昔は加賀井のこと大人っぽいって思ってたよ。でも今はなんか大きい子どもに見える」

        「……頼りないということか」

        「そうじゃないけど、何というか、ヤキモチ焼きなところとか、変なところで頑固なところとかが子どもっぽいなと思って」

        「そんな風になるのは白月のことだけだ」

        「振り切れてるなぁ」

        　苦笑すると、加賀井がまた強くぎゅっと抱きついてきた。

        「子どもっぽいのは嫌か」

        　怯えを少し含んだ声で加賀井が問い掛ける。答え次第でひどく傷ついてしまいそうな繊細さが垣間見える問いだった。

        　正直なところ、子どもっぽいヤキモチには毎度辟易していたし、拗ねた彼の機嫌をとるのは至極面倒だった。

        　しかし、殺し屋である加賀井に対する恐怖が以前より和らいだのは、彼が時折見せる子どものようないたいけさによるものが大きかった。

        　加賀井にもしこのような子どもっぽさがなければ、きっと今しているように抱き返すこともなく、彼の抱擁はただの恐怖でしかなかっただろう。そして、彼を騙していることに対して罪悪感で胸が締め付けられることも……。

        　目を閉じて、不安で強張っている相手の背中をぽんぽんと優しく撫でた。

        「嫌じゃないよ」

        　嘘ではない。それは彼を欺き続けるために紡いだ返答だったが、同時に事実でもあった。

        　加賀井とは、伊巻と結んだ契約の元、付き合っている振りをしている、だけのはずだった。伊巻の企みがバレないよう紡ぐ言葉も、示す愛情も全て嘘で塗り固められたものだった。しかし最近は全てが嘘というわけではなくなっていた。

        　それはよくドラマや映画であるような、騙しているつもりが本当に好きになっていた、というような誠実な変化では決してない。

        　けれど、確実に白月の中で何かが変わり始めていた。

        「それに嫌だって言ったところで、その子どもっぽいヤキモチは治らないだろ」

        　悪戯っぽく笑って指摘すると、加賀井は困ったように黙り込んだ。その子どものように分かりやすい反応に、知らず笑いが零れた。

        「まぁ、子どもっぽくない加賀井なんて加賀井らしくないけどな」

        「それはこのままでいいということか」

        「変なヤキモチで暴走するのは勘弁だけどな」

        「……なるべく善処する」

        　ぼそぼそと小さく呟いて、甘えるように首元にすりついてきた加賀井に、これは改善は期待できないな、と苦笑する。

        　──貴方、優しいから付き合いが深まると絆されちゃいそうですわ。

        　不意に、いつか言われた伊巻の言葉が脳裏によぎった。まるで、咎めるようによぎったそれは、警告にも似た冷たさで頭の中に響いた。

        　自分は優しくなどない。それだけは断言できる。優しい人間ならば、加賀井に伊巻の企みを早々に明かしているだろうし、そもそもこんな物騒な計画に加担しないだろう。

        　だが、絆されてしまいそうだという部分に関しては、強く否定はできない。事実、伊巻の計画が白紙撤回になればいいと切に願っているし、彼女にこの計画を取りやめるよう進言したこともあるが、計画は癌の進行のように着々と不穏さを湛えながら進んでいる。

        　自分にもっと勇気と力があれば……、と自分の無力さを呪わずにはいられなかった。

        「……白月？　どうした？」

        　黙り込んだ白月の顔を加賀井が心配そうに覗き込んだ。その気遣わしげな表情は、剣呑なはかりごとを胸に秘めている自分には不相応なもので、後ろめたさが胸裏の陰でじくじくと疼いた。

        「いや、なんでもない。少し眠くなっただけ」

        　首を緩く横に振り、笑みを取り繕うと、加賀井はほっとしたように微笑んだ。

        「そうか、じゃあもう寝よう」

        「え？」

        「どうした？」

        「いや、えっと……、いいのか？　もう一回しなくて」

        　白月の言葉に、加賀井が目を瞬かせた。

        　別に誘っているわけではないが、これだけ密着しているのだ、話の途中で加賀井のものがまた熱を持ち始めたことには気づいていた。

        　てっきり加賀井からもう一回したいと言い出すと思っていたので、すんなりと眠りにつこうとする彼に少し驚いたのだ。

        「……でも、白月眠いんだろ？」

        　加賀井がおずおずと訊く。まるで子どもが甘いお菓子と母との約束を天秤にかけて揺れるような声に、白月は小さく笑った。

        「こんなに固くしてる奴の隣で安眠できないよ」

        　笑いながら太ももですっかり固くなった加賀井のものを撫でると、びくりと小さく加賀井の体が跳ねた。

        「……じゃあ一回だけ」

        　明け透けな興奮と歓喜を懸命に押し殺すかのように震える声で言って、加賀井が貪るようなキスをしてきた。

        「ん……はっ、ぁ……」

        　零れる喘ぎすらひとつ残らず喰らい付くような激しいキスと、密着した下腹部に押し付けられる雄根に、少し前に戯れのように弄られたそこが浅ましくひくついていた。

        　人を騙す罪悪感と同じくらいに、男に抱かれるということに本能的な拒否感を覚えていたが、今ではこうして淫らに体を差し出すことが贖いの術となっていた。胸の内を激しく掻き毟る罪悪感を和らげるための、分かりやすく、独りよがりな罪滅ぼしだ。

        　そうとも知らず、自分の体を嬉々と貪る目の前の男が一層哀れで、白月は上に覆いかぶさるその体に脚を絡ませ、首に腕を回した。

        　珍しく積極的な動きを見せた白月に、加賀井は情事の最中とは思えないあどけなさで微笑んだ。

        　瞬間、胸が悲痛な響きでもってざわめく。それはいつもの無責任で感傷的な、憐れみと罪悪感だった。しかしその中に愛しさにも似た何かが生まれる気配に、白月は気づき始めていた。

        　けれど気づけば最後、目の前の男を騙し通すことが困難で、今まで以上に辛くなることは簡単に想像ができた。

        　だから気づかない振りをして、体だけ明け渡し、心は固く閉じた。

        　気づきたくない感情から目をそらすようにして、瞼を閉じる。そして何もかもを誤魔化すように、抱きつく腕にぎゅっと力を込めた。
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